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(57)【要約】
【課題】塗布の際の粘着作用を実質的に減少させ、実際にさらにはなくすこと、皮膚への
延展および浸透ならびに快適性および良好な光沢という良好な特性を得ること、および経
時的な持ちの良好な特性を得ることを可能にし、および／または透明な塩析（懸濁粒子を
含まない）およびケーキの容易で均一な再分散によって反映される粒子の「クリーンな」
沈降を得ることを可能にする、粒子材料をベースとし、かつ高含量の不揮発性油を有する
新規な液体ケアおよび／またはメイクアップ組成物を求める必要性が存在する。
【解決手段】本発明は、特に、ケラチン物質、特に皮膚をケアし、および／またはメイク
アップするための無水液体組成物であって、好ましくは、生理学的に許容される媒体中に
：ａ）以下のもの：ｉ）少なくとも１つの不揮発性油およびｉｉ）少なくとも１つの揮発
性炭化水素油を含む油性相と、ｂ）２～８個の炭素原子を含む少なくとも１つのモノアル
コールと、ｃ）以下のもの：（ｉ）ＭＱ型のシリコーン樹脂、（ｉｉ）シルセスキオキサ
ン樹脂、（ｉｉｉ）カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー、（
ｉｖ）それらの混合物から選択される少なくとも１つの親油性皮膜形成ポリマーと、ｄ）
少なくとも１つの粒子材料とを含み、組成物の総重量に対して少なくとも１５重量％の不
揮発性油を含む組成物に関する。本発明はまた、ケラチン物質を被覆するための、より特
定的に、皮膚などのケラチン物質をメイクアップし、および／またはケアするための方法
であって、上述される組成物の、ケラチン物質への塗布を含むことを特徴とする方法に関
する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　好ましくは、生理学的に許容される媒体中に：
　ａ）以下のもの：
ｉ）少なくとも１つの不揮発性油および
ｉｉ）少なくとも１つの揮発性炭化水素油
を含む油性相と、
　ｂ）２～８個の炭素原子を含む少なくとも１つのモノアルコールと、
　ｃ）以下のもの：
（ｉ）ＭＱ型のシリコーン樹脂、
（ｉｉ）シルセスキオキサン樹脂、
（ｉｉｉ）カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー、
（ｉｖ）それらの混合物
から選択される少なくとも１つの親油性皮膜形成ポリマーと、
　ｄ）少なくとも１つの粒子材料とを含む無水液体組成物であって、前記組成物の総重量
に対して少なくとも１５重量％の不揮発性油を含む組成物。
【請求項２】
　本発明に係る前記油性相が、１．４５０以上の屈折率ｎを有する少なくとも１つの不揮
発性油を含み、前記不揮発性油が、好ましくは、
　－　１．４５０以上の屈折率ｎを有する不揮発性炭化水素油、
　－　１．４５０以上の屈折率ｎを有するフェニル化シリコーン、
　－　それらの混合物
から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　１．４５０以上の屈折率ｎを有する前記不揮発性炭化水素油が、
　－　鉱物または合成由来の直鎖状または分枝鎖状炭化水素；
　－　脂肪酸の合成エステル；
　－　植物由来の炭化水素油；
　－　ポリオキシプロピレンまたはポリオキシエチレン基を含む油；
　－　それらの混合物
から選択される、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　１．４５０以上の屈折率ｎを有する前記不揮発性炭化水素油が、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３

６脂肪酸トリグリセリド、リンゴ酸ジイソステアリル、トリメリット酸トリデシルおよび
それらの混合物から選択され、特に、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂肪酸トリグリセリド、リ
ンゴ酸ジイソステアリルおよびトリメリット酸トリデシルの混合物である、請求項１～３
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記不揮発性油性相が、１．４５０以上の屈折率ｎを有する１つまたは複数の不揮発性
油と、１．４５０未満の屈折率を有する１つまたは複数の不揮発性油との混合物を含む、
請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　１．４５０未満の屈折率ｎを有する前記不揮発性油が、１０～４０個の炭素原子を有す
る合成エーテル、特に、ジカプリリルエーテルから選択される、請求項５に記載の組成物
。
【請求項７】
　前記不揮発性油が、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂肪酸とグリセロールとのトリグリセリド
、リンゴ酸ジイソステアリル、トリメリット酸トリデシルおよびジカプリリルエーテルの
混合物である、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
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　前記１つまたは複数の不揮発性油が、前記組成物の総重量に対して、少なくとも３０重
量％、好ましくは、少なくとも４５重量％、特に、１５重量％～８５重量％の範囲、より
特定的に、３０重量％～６０重量％の範囲、さらにより特定的に、４５重量％～５５重量
％の濃度で存在する、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　１．４５０以上の屈折率ｎを有する前記１つまたは複数の不揮発性油が、前記組成物の
総重量に対して、１５重量％～６５重量％の範囲、より特定的に、３０重量％～６０重量
％の範囲、さらにより特定的に、４５重量％～５５重量％の濃度で存在する、請求項２～
７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記揮発性炭化水素油が、Ｃ８～Ｃ１６イソアルカン、特に、イソドデカンから選択さ
れる、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数の揮発性炭化水素油が、前記組成物の総重量に対して、１０重量％
～３０重量％の範囲、より特定的に、１２重量％～２５重量％の範囲の濃度で存在する、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１つの揮発性シリコーン油、特に、ドデカメチルペンタシロキサンをさらに
含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　２～８個の炭素原子を含む前記モノアルコールが、エタノールである、請求項１～１２
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　モノアルコールの量が、前記組成物の総重量に対して、好ましくは、少なくとも８重量
％、より好ましくは、少なくとも１０重量％であり、前記組成物の総重量に対して、特に
、８重量％～４０重量％、より特定的に、１０重量％～２０重量％、さらにより特定的に
、１０重量％～１５重量％で変化する、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の親油性皮膜形成ポリマーが、
　－　トリメチルシロキシシリケート型のＭＱ型のシリコーン樹脂；
　－　フェニルアルキルシロキシシリケート型のＭＱ型の樹脂；
　－　ポリプロピルシルセスキオキサンまたはｔ－プロピルシルセスキオキサン樹脂；
　－　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位でグラフトされた
ビニルポリマー
から選択される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記親油性皮膜形成ポリマーが、ポリプロピルシルセスキオキサンまたはｔ－プロピル
シルセスキオキサン樹脂である、請求項１～１５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記親油性皮膜形成ポリマーが、前記組成物の総重量に対して、０．１重量％～２０重
量％、特に、０．５重量％～１５重量％、より特定的に、０．５重量％～１０重量％、好
ましくは、０．５重量％～４重量％の活性材料含量で存在する、請求項１～１６のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記粒子材料が、顔料、充填剤およびそれらの混合物から選択される、請求項１～１７
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　充填剤として、少なくとも、トリメチルシリル基および／または親油性粘土で表面修飾
された疎水性シリカエアロゲル粒子、特に、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリド
によって修飾されたヘクトライトを含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の組成物
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。
【請求項２０】
　特に、オキシアルキレン化、好ましくは、オキシエチレン化ポリジメチルシロキサンか
ら選択される少なくとも１つのシリコーン界面活性剤をさらに含む、請求項１～１９のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　０．０２～０．８Ｐａ．ｓの範囲、好ましくは、０．０４～０．４Ｐａ．ｓの範囲、さ
らにより好ましくは、０．０４～０．１Ｐａ．ｓの範囲の粘度を示す、請求項１～２０の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　ケラチン物質を被覆するための、より特定的に、ケラチン物質、例えば皮膚をメイクア
ップし、および／またはケアするための方法であって、請求項１～２１のいずれか一項に
記載の組成物の、前記ケラチン物質への塗布を含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、ケラチン物質、特に皮膚をケアし、および／またはメイクアップする
ための無水液体組成物であって、好ましくは、生理学的に許容される媒体中に：
　ａ）以下のもの：
ｉ）少なくとも１つの不揮発性油および
ｉｉ）少なくとも１つの揮発性炭化水素油
を含む油性相と、
　ｂ）２～８個の炭素原子を含む少なくとも１つのモノアルコールと、
　ｃ）以下のもの：
（ｉ）ＭＱ型のシリコーン樹脂、
（ｉｉ）シルセスキオキサン樹脂、
（ｉｉｉ）カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー、
（ｉｖ）それらの混合物
から選択される少なくとも１つの親油性皮膜形成ポリマーと、
　ｄ）少なくとも１つの粒子材料とを含み、組成物の総重量に対して少なくとも１５重量
％の不揮発性油を含む組成物に関する。
【０００２】
　本発明はまた、ケラチン物質を被覆するための、より特定的に、皮膚などのケラチン物
質をメイクアップし、および／またはケアするための方法であって、上述される組成物の
、ケラチン物質への塗布を含むことを特徴とする方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　高粘度である必要はなく、むしろ支持体とできるだけ混じり合うべきである付着物の形
態で、皮膚上で容易にかつ迅速に伸びる化粧用メイクアップまたはケア製品を消費者はま
すます求めている。
【０００４】
　高含量の不揮発性油を含み、特に、高い屈折率（ｎ≧１．４５０）を有する、皮膚をメ
イクアップし、および／またはケアするための液体製品が、皮膚への延展および浸透なら
びに快適性および良好な光沢という良好な特性を得ることを可能にすることが、当業者に
公知である。
【０００５】
　液体メイクアップ製品の例として、液体ファンデーション、液体リップグロスが挙げら
れ、またはさらにケア分野では、保湿剤および皮膚軟化剤油性製品または日焼け止めオイ
ルが挙げられる。
【０００６】
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　この高含量の不揮発性油は、塗布の際のべたつきおよび粘着性の感触ならびに経時的な
皮膚における付着物の持ちの悪さをもたらす傾向がある。
【０００７】
　高い油含量を有し、かつ顔料などの粒子材料をベースとした液体配合物では、時間とと
もに前記材料を懸濁状態に保つのが難しく；前記材料は沈降し、再分散するのが非常に難
しい塊（「ケーキ」）を形成する。
【０００８】
　（特許文献１）には、モノアルコールを多く含み、かつマットさの良好な持ちを得るた
めに、カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマーから選択される親
油性皮膜形成ポリマーを含む液体メイクアップ組成物が開示されている。赤色有機顔料を
ベースとする液体アルコール性メイクアップ組成物も、（特許文献２）から知られている
。これらの文献は、顔料の存在下で多量の揮発性油を使用する問題に言及していない。こ
れらの組成物は、組成物中に低含量の不揮発性油を含み、塗布の際の快適性に関して完全
に満足のいくものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許出願欧州特許第２　６９９　６３６号明細書
【特許文献２】仏国特許第３００５８５７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、塗布の際の粘着作用を実質的に減少させ、実際にさらにはなくすこと、皮
膚への延展および浸透ならびに快適性および良好な光沢という良好な特性を得ること、お
よび経時的な持ちの良好な特性を得ることを可能にし、および／または透明な塩析（懸濁
粒子を含まない）およびケーキの容易で均一な再分散によって反映される粒子の「クリー
ンな」沈降を得ることを可能にする、粒子材料をベースとし、かつ高含量の不揮発性油を
有する新規な液体ケアおよび／またはメイクアップ組成物を求める必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　その調査研究の際、本出願人は、予想外に、これらの目的が、好ましくは、生理学的に
許容される媒体中に：
　ａ）以下のもの：
ｉ）少なくとも１つの不揮発性油および
ｉｉ）少なくとも１つの揮発性炭化水素油
を含む油性相と、
　ｂ）組成物の総重量に対して２～８個の炭素原子を含む少なくとも１つのモノアルコー
ルと、
　ｃ）以下のもの：
（ｉ）ＭＱ型のシリコーン樹脂、
（ｉｉ）シルセスキオキサン樹脂、
（ｉｉｉ）カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー、
（ｉｖ）それらの混合物
から選択される少なくとも１つの親油性皮膜形成ポリマーと、
　ｄ）少なくとも１つの粒子材料とを含む無水液体組成物であって、組成物の総重量に対
して少なくとも１５重量％の不揮発性油を含む組成物を使用することによって達成され得
ることを発見した。
【００１２】
　この発見は、本発明の基礎を成す。
【００１３】
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　したがって、本発明の第１の主題は、特に、ケラチン物質、特に皮膚をケアし、および
／またはメイクアップするための無水液体組成物であって、好ましくは、生理学的に許容
される媒体中に：
　ａ）以下のもの：
ｉ）少なくとも１つの不揮発性油および
ｉｉ）少なくとも１つの揮発性炭化水素油
を含む油性相と、
　ｂ）組成物の総重量に対して２～８個の炭素原子を含む少なくとも１つのモノアルコー
ルと、
　ｃ）以下のもの：
（ｉ）ＭＱ型のシリコーン樹脂、
（ｉｉ）シルセスキオキサン樹脂、
（ｉｉｉ）カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー、
（ｉｖ）それらの混合物
から選択される少なくとも１つの親油性皮膜形成ポリマーと、
　ｄ）少なくとも１つの粒子材料とを含み、組成物の総重量に対して少なくとも１５重量
％の不揮発性油を含む組成物である。
【００１４】
　本発明はまた、ケラチン物質を被覆するための、より特定的に、皮膚などのケラチン物
質をメイクアップし、および／またはケアするための方法であって、上述される組成物の
、ケラチン物質への塗布を含むことを特徴とする方法に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
定義
　本発明に関して、「ケラチン物質」という用語は、睫毛、唇、好ましくは皮膚、より特
定的に、顔、頬、眼または眼瞼の輪郭を意味するものと理解される。
【００１６】
　「生理学的に許容される」という用語は、皮膚および／またはその表面身体成長物（ｓ
ｕｐｅｒｆｉｃｉａｌ　ｂｏｄｙ　ｇｒｏｗｔｈ）と適合し、好ましい色、香りおよび感
触を示し、この組成物の使用を消費者に断念させる傾向がある許容できない不快感（ヒリ
ヒリ感、こわばり（ｔａｕｔｎｅｓｓ）、発赤）を生じないことを意味するものと理解さ
れる。
【００１７】
　本発明の意味の範囲内で、「無水組成物」という表現は、その総重量に対して、５重量
％未満の水、好ましくは、２重量％未満の水、実際にさらには、０．５％未満の水を含む
組成物、特に、水を含まない組成物を示す。
【００１８】
　「粒子材料」という用語は、本発明の組成物に不溶性および分散性である粒子の形態の
任意の化合物を意味するものと理解され、前記材料は、親油性皮膜形成ポリマーと異なる
。
【００１９】
　本発明に係る組成物は、液体の形態で提供される。「液体組成物」という用語は、周囲
温度（２５℃）および大気圧（１．０１３×１０５Ｐａ）で液体であり、より特定的に、
０．０２～０．８Ｐａ．ｓの範囲、好ましくは、０．０４～０．４Ｐａ．ｓの範囲、さら
により好ましくは、０．０４～０．１Ｐａ．ｓの範囲の粘度を示す組成物を意味するもの
と理解される。
【００２０】
　粘度の測定は、一般に、Ｎｏ．２スピンドルを備えたＲｈｅｏｍａｔ　ＲＭ１８０粘度
計を用いて２５℃で行われ、測定は、２００回転／分（ｒｐｍ）で１０分間にわたってス
ピンドルを組成物中で回転させた後（その後、粘度およびスピンドルの回転速度の安定化
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が観察される）に行われる。
【００２１】
油性相
　本発明に係る組成物は、油性相を含む。油性相は、組成物の総重量に対して、少なくと
も１５．０重量％、好ましくは、少なくとも３０．０重量％、より好ましくは、少なくと
も４５．０重量％の割合の少なくとも１つの不揮発性油と、少なくとも１つの揮発性炭化
水素油とを含む。
【００２２】
　「油」という用語は、周囲温度（２０～２５℃）および大気圧で液体形態の任意の脂肪
性物質を意味するものと理解される。これらの油は、動物性、植物性、鉱物または合成由
来のものであり得る。
【００２３】
不揮発性油
　「不揮発性油」という用語は、少なくとも数時間にわたって周囲温度（２０～２５℃）
および大気圧で皮膚またはケラチン繊維上に留まり、特に、１０－３ｍｍＨｇ（０．１３
Ｐａ）未満の蒸気圧を有する油を意味するものと理解される。
【００２４】
　油は、全ての油、好ましくは、生理学的に許容される油、特に、鉱油、動物油、植物油
または合成油；特に、不揮発性炭化水素油および／または不揮発性シリコーン油および／
または不揮発性フッ素化油、およびそれらの混合物から選択され得る。
【００２５】
　「炭化水素油」という用語は、主に、炭素および水素原子、および任意選択的に、エス
テル、エーテル、フルオロ、カルボン酸および／またはアルコール基を含む油を意味する
ものと理解される。
【００２６】
　本発明に使用され得る不揮発性炭化水素油の例として、以下のものが挙げられる：
　－　植物由来の炭化水素油、例えば、４～２４個の炭素原子を有する脂肪酸のトリグリ
セリド、例えば、カプリル酸／カプリン酸のトリグリセリド、例えば、Ｓｔｅａｒｉｎｅ
ｒｉｅ　Ｄｕｂｏｉｓによって販売されるものまたはＤｙｎａｍｉｔ　Ｎｏｂｅｌによっ
てＭｉｇｌｙｏｌ　８１０（登録商標）、８１２（登録商標）および８１８（登録商標）
の名称で販売されるもの；分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂肪酸とグリセロールとのトリグリセ
リド、例えば、Ｓｔｅａｒｉｎｅｒｉｅ　ＤｕｂｏｉｓによってＤＵＢ　ＴＧＩ　２４（
登録商標）の名称で販売されるもの（ＩＮＣＩ名Ｃ１８～３６酸トリグリセリド）；
　－　鉱物または合成由来の直鎖状または分枝鎖状炭化水素、例えば、流動パラフィンお
よびそれらの誘導体、ワセリン、ポリデセン、ポリブテン、水素化ポリイソブテン、例え
ば、Ｐａｒｌｅａｍ、またはスクアラン；
　－　１０～４０個の炭素原子を有する合成エーテル、例えば、ジカプリリルエーテル；
　－　特に、脂肪酸の合成エステル、イソノナン酸イソノニル、ミリスチン酸イソプロピ
ル、パルミチン酸イソプロピル、安息香酸Ｃ１２～Ｃ１５アルキル、ラウリン酸ヘキシル
、アジピン酸ジイソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、ステアリン酸２－オク
チルドデシル、２－エルカ酸オクチルドデシル、イソステアリン酸イソステアリル、リン
ゴ酸ジイソステアリルまたはトリメリット酸トリデシル；
　－　１２～２６個の炭素原子を有する分枝鎖状および／または不飽和炭素鎖を含む、周
囲温度で液体である脂肪アルコール、例えば、オクチルドデカノール、イソステアリルア
ルコール、２－ブチルオクタノール、２－ヘキシルデカノール、２－ウンデシルペンタデ
カノールまたはオレイルアルコール；
　－　高級脂肪酸、例えば、オレイン酸、リノール酸またはリノレン酸；
　－　カーボネート、例えば、炭酸ジカプリリル；
　－　アセテート；
　－　シトレート；
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　－　任意選択的に、部分的に炭化水素ベースおよび／またはシリコーンベースのフッ素
化油、例えば、欧州特許出願公開第８４７　７５２号明細書の文献に記載されるものなど
の、フルオロシリコーン油、フッ素化ポリエーテルまたはフッ素化シリコーン；
　－　シリコーン油、例えば、不揮発性ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）；フェニル
化シリコーン、例えば、フェニルトリメチコン、フェニルジメチコン、フェニル（トリメ
チルシロキシ）ジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコン、ジフェニル（メチルジフ
ェニル）トリシロキサンまたは（２－フェニルエチル）トリメチルシロキシシリケート、
および
　－　それらの混合物。
【００２７】
　好ましくは、本発明に係る組成物の油性相は、１．４５０以上の屈折率ｎを有する少な
くとも１つの不揮発性油を含む。屈折率は、周囲温度（２０℃）および大気圧で測定され
る。前記不揮発性油は、以下のものから特に選択される：
　－　１．４５０以上の屈折率を有する不揮発性炭化水素油、
　－　１．４５０以上の屈折率を有する不揮発性フェニル化シリコーン、および
　－　それらの混合物。
【００２８】
　１．４５０以上の屈折率ｎを有する炭化水素油として、以下のものが特に挙げられる：
　－　鉱物または合成由来の直鎖状または分枝鎖状炭化水素、特に、ポリブテン、例えば
、ＩＮＥＯＳ製の商品Ｉｎｄｏｐｏｌ　Ｈ　１００（ｎ＝１．４９）およびＩｎｄｏｐｏ
ｌ　Ｈ　１５００（登録商標）（ｎ＝１．５）、または水素化ポリイソブテン、例えば、
ＮＯＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製の商品Ｐａｒｌｅａｍ　ＨＶ（登録商標）（ｎ＝１．
４５６）およびＰａｒｌｅａｍ　ＳＶ（登録商標）（ｎ＝１．４５８）；
　－　脂肪酸の合成エステル、例えば、乳酸イソステアリル、パルミチン酸イソステアリ
ル、ネオデカン酸オクチルドデシル、ステアリン酸イソセチル、モノイソステアリン酸プ
ロピレングリコール、イソステアリン酸２－エチルヘキシル、ステアリン酸オクチルドデ
シル、ミリスチン酸オクチルドデシル、アジピン酸ジイソステアリル、ヒドロキシステア
リン酸オクチル、トリイソステアリン酸グリセリル、ステアロイルステアリン酸オクチル
ドデシル、ドデカン二酸ジイソセチル、ヘキサカプリル酸／ヘキサカプリン酸ジペンタエ
リスリチル、ヒドロキシステアリン酸２－オクチルドデシル、ペンタエリスリチルテトラ
（オクチルドデカノエート）、クエン酸トリイソステアリル、ペンタエリスリチルテトラ
（２－ヘキシルデカノエート）、ジイソステアリン酸プロピレングリコール、トリデシル
テトラデカノイン、イソステアリン酸イソステアリル、イソステアリン酸ｉｓｏｆｏｌ　
２４、クエン酸トリイソセチル、ジイソプロピル二量体ジリノレアート、ペンタエリスリ
チルテトラ（デシルテトラデカノエート）、リンゴ酸ジイソステアリル、ドデカン二酸ジ
イソアラキジル、エルカ酸オクチルドデシル、クエン酸トリイソアラキジル、ミリストイ
ルメチルアミノプロピオン酸ヘキシルデシル、テトライソステアリン酸ペンタエリスリチ
ル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、エルカ酸オレイル、テトライソステ
アリン酸ジトリメチロールプロパン、ジオクチルドデシル二量体ジリノレアート、エチル
パンテノール、スクロース６－８大豆脂肪鎖、トリリノール酸トリイソステアリル、安息
香酸２－オクチルドデシル、安息香酸２－エチルヘキシル、トリメリット酸ｉｓｏｆｏｌ
　１２、安息香酸Ｃ１２～Ｃ１５アルキル、水素化二量体ジリノレイル／炭酸ジメチルコ
ポリマー、トリメリット酸トリイソデシル、トリメリット酸トリデシル、トリメリット酸
トリ（２－エチルヘキシル）、安息香酸ヒマシ油、ジプロピレングリコールジベンゾアー
トまたは２－エチルヘキシルグリセリルエーテルパルミテート；
　－　植物由来の炭化水素油、例えば、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂肪酸とグリセロールと
のトリグリセリド（ｎ＝１．４５４～１．４５８）、アララ油（ａｒａｒａ　ｏｉｌ）、
ホホバ油、プラカシー油、バージンオリーブ油、リムナンテス属（Ｌｉｍｎａｎｔｈｅｓ
）（メドウフォーム）油、ごま油、ハマナツメモドキ属（Ｘｉｍｅｎｉａ）油、大豆油、
マカダミア油またはヒマシ油；
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　－　ポリオキシプロピレン（ＰＯＰ）またはポリオキシエチレン（ＰＯＥ）基を含む油
、例えば、オキシプロピレン化（３　ＯＰ）ジミリスチルアジペート、オキシエチレン化
（７　ＯＥ）三酢酸グリセリル、ＰＥＧ－４（４　ＯＥ）、ＰＥＧ－６（６　ＯＥ）、Ｐ
ＥＧ－８（８　ＯＥ）またはオクチルドデシル／ＰＰＧ－３ミリスチルエーテル二量体ジ
リノレアート；
　－　それらの混合物。
【００２９】
　１．４５０以上の屈折率ｎを有する１つまたは複数の炭化水素油は、より特定的に、以
下のものから選択される：
　－　分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂肪酸（ｎ＝１．４６）とグリセロールとのトリグリセリ
ド、例えば、Ｓｔｅａｒｉｎｅｒｉｅｓ　Ｄｕｂｏｉｓ製の商品ＤＵＢ　ＴＧＩ　２４（
登録商標）、
　－　リンゴ酸ジイソステアリル（ｎ＝１．４６）、例えば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ製の商品
Ｓｃｈｅｒｃｅｍｏｌ　ＤＩＳＭ　Ｅｓｔｅｒ（登録商標）、
　－　トリメリット酸トリデシル（ｎ＝１．４８）、例えば、Ｖａｎｔａｇｅ　Ｓｐｅｃ
ｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ製の商品Ｌｉｐｏｎａｔｅ　ＴＤＴＭ（登録商標）、
－およびそれらの混合物。
【００３０】
　本発明の特定の形態によれば、１．４５０以上の屈折率ｎを有する炭化水素油として、
分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂肪酸とグリセロールとのトリグリセリド、リンゴ酸ジイソステ
アリルおよびトリメリット酸トリデシルの混合物が使用される。
【００３１】
　１．４５０以上の屈折率を有する不揮発性シリコーン油として、フェニル化シリコーン
が特に挙げられる。
【００３２】
　「フェニル化シリコーン」という用語（フェニル化シリコーン油とも呼ばれる）は、少
なくとも１つのフェニル基で置換されたオルガノポリシロキサンを意味するものと理解さ
れる。
【００３３】
　フェニル化シリコーン油は、フェニルトリメチコン、フェニルジメチコン、フェニル（
トリメチルシロキシ）ジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコン、ジフェニル（メチ
ルジフェニル）トリシロキサン、トリメチルペンタフェニルトリシロキサンまたは（２－
フェニルエチル）トリメチルシロキシシリケートから選択され得る。
【００３４】
　シリコーン油は、式：
【化１】

に相当することができ、式中、Ｒ基が、互いに独立して、メチルまたはフェニルを表す。
好ましくは、この式中、シリコーン油は、少なくとも３つのフェニル基、例えば少なくと
も４つ、少なくとも５つまたは少なくとも６つを含む。
【００３５】
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　別の実施形態によれば、シリコーン油は、式：
【化２】

に相当し、式中、Ｒ基が、互いに独立して、メチルまたはフェニルを表す。好ましくは、
この式中、前記オルガノポリシロキサンは、少なくとも３つのフェニル基、例えば少なく
とも４つまたは少なくとも５つを含む。
【００３６】
　上述されるフェニル化オルガノポリシロキサンの混合物が使用され得る。
【００３７】
　例えば、トリフェニル化、テトラフェニル化またはペンタフェニル化オルガノポリシロ
キサンの混合物が挙げられる。
【００３８】
　別の実施形態によれば、シリコーン油は、式：
【化３】

に相当し、式中、Ｍｅがメチルを表し、Ｐｈがフェニルを表す。このようなフェニル化シ
リコーンは、特に、整理番号Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５５５　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｌ
ｕｉｄ（ＩＮＣＩ名：トリメチルペンタフェニルトリシロキサン）でＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉ
ｎｇによって製造される。整理番号Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５５４　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ
　Ｆｌｕｉｄも使用され得る。
【００３９】
　別の実施形態によれば、シリコーン油は、式：
【化４】

に相当し、式中、Ｍｅがメチルを表し、ｙが、１～１０００であり、Ｘが－ＣＨ２－ＣＨ
（ＣＨ３）（Ｐｈ）を表す。
【００４０】
　別の実施形態によれば、シリコーン油は、式：
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に相当し、式中、－ＯＲ’が－Ｏ－ＳｉＭｅ３を表し、ｙが、１～１０００であり、ｚが
、１～１０００である。
【００４１】
　フェニル化シリコーン油は、以下の式（ＶＩ）：
【化６】

のフェニル化シリコーンから選択され得、式中：
　－　Ｒ１～Ｒ１０が、互いに独立して、飽和または不飽和の、直鎖状、環状または分枝
鎖状、Ｃ１～Ｃ３０炭化水素基であり、
　－　ｍ、ｎ、ｐおよびｑが、互いに独立して、０～９００の整数であり、ただし、「ｍ
＋ｎ＋ｑ」の和が、０以外である。
【００４２】
　好ましくは、「ｍ＋ｎ＋ｐ＋ｑ」の和が、１～１００である。好ましくは、「ｍ＋ｎ＋
ｐ＋ｑ」の和が、１～９００であり、さらに良好には、１～８００である。好ましくは、
ｑが、０に等しい。
【００４３】
　フェニル化シリコーン油は、以下の式（ＶＩＩ）：
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【化７】

のフェニル化シリコーンから選択され得、式中：
　－　Ｒ１～Ｒ６が、互いに独立して、飽和または不飽和の、直鎖状、環状または分枝鎖
状、Ｃ１～Ｃ３０炭化水素基であり、
　－　ｍ、ｎおよびｐが、互いに独立して、０～１００の整数であり、ただし、「ｎ＋ｍ
」の和が、１～１００である。
【００４４】
　好ましくは、Ｒ１～Ｒ６が、互いに独立して、飽和、直鎖状または分枝鎖状、Ｃ１～Ｃ

３０、特に、Ｃ１～Ｃ１２炭化水素基、特に、メチル、エチル、プロピルまたはブチル基
を表す。
【００４５】
　Ｒ１～Ｒ６が、特に、同一であり得、さらに、メチル基であり得る。
【００４６】
　好ましくは、式（ＶＩＩ）中、ｍ＝１または２または３、および／またはｎ＝０および
／またはｐ＝０または１を有することが可能である。
【００４７】
　２５℃で５～１５００ｍｍ２／ｓ（すなわち、５～１５００ｃＳｔ）の粘度を有し、好
ましくは、５～１０００ｍｍ２／ｓ（すなわち、５～１０００ｃＳｔ）の粘度を有する、
式（ＶＩ）のフェニル化シリコーン油が使用され得る。
【００４８】
　式（ＶＩＩ）のフェニル化シリコーン油として、フェニルトリメチコン、例えば、Ｄｏ
ｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製のＤＣ５５６（２２．５ｃＳｔ）またはＲｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎ
ｃ製のＳｉｌｂｉｏｎｅ　７０６６３Ｖ３０油（２８ｃＳｔ）、またはジフェニルジメチ
コン、例えば、Ｂｅｌｓｉｌ油、特に、Ｗａｃｋｅｒ製のＢｅｌｓｉｌ　ＰＤＭ　１００
０（１０００ｃＳｔ）、Ｂｅｌｓｉｌ　ＰＤＭ　２００（２００ｃＳｔ）およびＢｅｌｓ
ｉｌ　ＰＤＭ　２０（２０ｃＳｔ）が特に使用され得る。括弧内の値は、２５℃における
粘度を表す。
【００４９】
　本発明の特定の形態によれば、不揮発性油性相は、１．４５０以上の屈折率を有する１
つまたは複数の不揮発性油と、１．４５０未満の屈折率を有する１つまたは複数の不揮発
性油との混合物を含み得る。
【００５０】
　１．４５０未満の屈折率を有する不揮発性油の例として、１０～４０個の炭素原子を有
する合成エーテル、例えば、ジカプリリルエーテル（ｎ＝１．４３）が特に挙げられる。
【００５１】
　本発明の特定の形態によれば、不揮発性炭化水素油として、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂
肪酸とグリセロールとのトリグリセリド、リンゴ酸ジイソステアリル、トリメリット酸ト



(13) JP 2020-37583 A 2020.3.12

10

20

30

40

50

リデシルおよびジカプリリルエーテルの混合物が使用される。
【００５２】
　本発明に係る１つまたは複数の不揮発性油は、好ましくは、組成物の総重量に対して、
１５重量％～８５重量％の範囲、より好ましくは、３０重量％～６０重量％の範囲、特に
、４５重量％～５５重量％の濃度で存在する。
【００５３】
　本発明に係る、１．４５０以上の屈折率ｎを有する１つまたは複数の不揮発性油は、好
ましくは、組成物の総重量に対して、１５重量％～６５重量％の範囲、より好ましくは、
３０重量％～６０重量％の範囲、特に、４５重量％～５５重量％の濃度で存在する。
【００５４】
揮発性炭化水素油
　「揮発性油」という用語は、本発明の意味の範囲内で、周囲温度（２０～２５℃）およ
び大気圧で、皮膚またはケラチン繊維と接触して１時間未満で蒸発することが可能な油を
意味するものと理解される。本発明の揮発性油は、周囲温度および非ゼロ蒸気圧で、周囲
温度および特に、０．１３Ｐａ～４０　０００Ｐａ（１０－３～３００ｍｍＨｇ）の範囲
、特に、１．３Ｐａ～１３　０００Ｐａ（０．０１～１００ｍｍＨｇ）の範囲、より特定
的に、１．３Ｐａ～１３００Ｐａ（０．０１～１０ｍｍＨｇ）の範囲の大気圧で液体であ
る揮発性化粧用油である。
【００５５】
　本発明に使用され得る揮発性炭化水素油の例として、８～１６個の炭素原子を有する炭
化水素油、特に、石油由来のＣ８～Ｃ１６イソアルカン（イソパラフィンとしても知られ
ている）、例えば、イソドデカン（２，２，４，４，６－ペンタメチルヘプタンとしても
知られている）、イソデカンまたはイソヘキサデカン、例えばＩｓｏｐａｒまたはＰｅｒ
ｍｅｔｈｙｌの商標で販売される油、分枝鎖状Ｃ８～Ｃ１６エステル、ネオペンタン酸イ
ソヘキシルおよびそれらの混合物から選択される揮発性炭化水素油が挙げられる。他の揮
発性炭化水素油、例えば、石油蒸留物、特に、ＳｈｅｌｌによってＳｈｅｌｌ　Ｓｏｌｔ
の名称で販売されるもの；揮発性直鎖状アルカン、例えば、Ｃｏｇｎｉｓ製の、特許出願
ＤＥ１０　２００８　０１２　４５７号明細書に記載されているものも使用され得る。
【００５６】
　揮発性炭化水素油の中でも、Ｃ８～Ｃ１６イソアルカン、特に、イソドデカンが好まし
い。
【００５７】
　本発明に係る１つまたは複数の揮発性炭化水素油は、好ましくは、組成物の総重量に対
して、１０重量％～３０重量％の範囲、より特定的に、１２重量％～２５重量％の範囲の
濃度で存在する。
【００５８】
　本発明の特定の形態によれば、組成物は、少なくとも１つの揮発性シリコーン油をさら
に含み得る。
【００５９】
　揮発性シリコーン油として、揮発性直鎖状または環状シリコーン油、特に、８センチス
トーク（８　１０－６　ｍ２／ｓ）以下の粘度を有し、特に、２～７個のケイ素原子を有
するものが挙げられ、これらのシリコーンは、任意選択的に、１～１０個の炭素原子を有
するアルキルまたはアルコキシ基を含む。本発明に使用され得る揮発性シリコーン油とし
て、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカ
メチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリシロキサン、ヘプタメチルオ
クチルトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカ
メチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサンおよびそれらの混合物が特に挙
げられる。
【００６０】
　より特定的に、ドデカメチルペンタシロキサンが使用される。
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【００６１】
モノアルコール
　本発明の組成物は、２～８個の炭素原子、特に、２～６個の炭素原子、特に、２～４個
の炭素原子を含む少なくとも１つのモノアルコールを含む。
【００６２】
　本発明の組成物は、１つまたは複数のモノアルコールを含み得る。
【００６３】
　このモノアルコールは、例えば、式ＲａＯＨ（式中、Ｒａが、２～８個の炭素原子を含
む直鎖状または分枝鎖状アルキル基を表す）によって表され得る。
【００６４】
　モノアルコールとして、エタノール、イソプロパノール、プロパノールまたはブタノー
ルが挙げられる。
【００６５】
　一実施形態によれば、本発明の組成物は、エタノールを含む。
【００６６】
　モノアルコールの量は、前記組成物の総重量に対して、好ましくは、少なくとも８重量
％、より好ましくは、少なくとも１０重量％である。
【００６７】
　有利な実施形態によれば、モノアルコールの量は、前記組成物の総重量に対して、８重
量％～４０重量％、好ましくは、１０重量％～２０重量％、さらにより好ましくは、１０
重量％～１５重量％の範囲である。
【００６８】
　有利な実施形態によれば、モノアルコール／揮発性炭化水素油の重量比は、１／１超、
好ましくは、１．１／１～３／１、より特定的に、１．２／１～１．５／１の範囲である
。
【００６９】
親油性皮膜形成ポリマー
　本発明に係る組成物に使用され得る親油性皮膜形成ポリマーは、以下のものから選択さ
れる：
　（ｉ）ＭＱ型のシリコーン樹脂；
　（ｉｉ）シルセスキオキサン樹脂；
　（ｉｉｉ）カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー；
　（ｉｖ）それらの混合物。
【００７０】
　「ポリマー」という用語は、本明細書において、１つまたは複数の繰り返し単位、好ま
しくは、少なくとも２つの繰返し単位を有する化合物を意味するものと理解される。
【００７１】
　「皮膜形成ポリマー」という用語は、それ自体単独でまたは補助的な皮膜形成剤の存在
下で、ケラチン物質に付着する肉眼的に連続したフィルム、好ましくは、粘着性フィルム
、さらに良好には、例えば、Ｔｅｆｌｏｎ被覆またはシリコーン被覆表面などの非付着性
の表面に注ぐことによってフィルムが作製される場合、前記フィルムが分離可能および分
離の際に操作可能であるような付着および機械的特性を有するフィルムを形成することが
可能なポリマーを意味するものと理解される。
【００７２】
　本発明の皮膜形成ポリマーは、親油性、特に、脂溶性または脂肪分散性、すなわち、油
に可溶または分散可能である。
【００７３】
　「脂溶性」または「脂肪分散性」という用語は、ポリマーを溶解させるか、または周囲
温度で、もしくは必要に応じて、前記油の引火点未満の温度に加熱しながら、一般に、皮
膜形成ポリマーの８０重量％以下の重量パーセンテージで、少なくとも１つの油中でそれ
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を均一に分散させる可能性を意味するものと理解される。
【００７４】
ＭＱ型のシリコーン樹脂
　より一般的に、「樹脂」という用語は、三次元の構造を有する化合物を意味するものと
理解される。
【００７５】
　「シリコーン樹脂」は、「シロキサン樹脂」としても知られている。したがって、本発
明の意味の範囲内で、ポリジメチルシロキサンは、シリコーン樹脂でない。
【００７６】
　シリコーン樹脂（シロキサン樹脂としても知られている）の命名は、「ＭＤＴＱ」の名
称で知られており、樹脂は、それが含む様々なシロキサンモノマー単位に応じて表され、
「ＭＤＴＱ」の文字のそれぞれが単位のタイプを特徴付けている。
【００７７】
　「Ｍ」の文字は、式Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２の単官能性単位を表し、ケイ素原子は、
この単位を含むポリマー中で１個のみの酸素原子に結合される。
【００７８】
　「Ｄ」の文字は、二官能性単位Ｒ１Ｒ２ＳｉＯ２／２を表し、ここで、ケイ素原子は、
２個の酸素原子に結合される。
【００７９】
　「Ｔ」の文字は、式Ｒ１ＳｉＯ３／２の三官能性単位を表す。
【００８０】
　最後に、「Ｑ」の文字は、四官能性単位ＳｉＯ４／２を表し、ここで、ケイ素原子は、
４個の酸素原子に結合され、酸素原子自体はポリマーの残りの部分に結合される。
【００８１】
　上述されるＭ、ＤおよびＴ単位において、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３が、１～１０個の炭素
原子を有する炭化水素基（特に、アルキル基）、フェニル基、フェニルアルキル基あるい
はヒドロキシル基を表す。
【００８２】
　このような樹脂は、例えば、ｔｈｅ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅ
ｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，ｖｏｌ．１５，Ｊｏｈｎ　Ｗｉ
ｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，（１９８９），ｐｐ．２６５－２７０、
ならびに米国特許第２　６７６　１８２号明細書、米国特許第３　６２７　８５１号明細
書、米国特許第３　７７２　２４７号明細書、米国特許第５　２４８　７３９号明細書あ
るいは米国特許第５　０８２　７０６号明細書、米国特許第５　３１９　０４０号明細書
、米国特許第５　３０２　６８５号明細書および米国特許第４　９３５　４８４号明細書
に記載されている。
【００８３】
　本発明にしたがって使用され得るＭＱ型のシリコーン樹脂の例として、式［（Ｒ１）３

ＳｉＯ１／２］ｘ（ＳｉＯ４／２）ｙ（ＭＱ単位）のアルキルシロキシシリケートが挙げ
られ、式中、ｘおよびｙが、５０～８０の範囲の整数であり、Ｒ１基が、上述される基を
表し、好ましくは、１～８個の炭素原子を有するアルキル基またはヒドロキシル基、好ま
しくは、メチル基であるようになっている。
【００８４】
　トリメチルシロキシシリケート型のＭＱ型の固体シリコーン樹脂の例として、Ｇｅｎｅ
ｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃによって整理番号ＳＲ１０００で、Ｗａｃｋｅｒによって整理
番号ＴＭＳ　８０３で、Ｓｈｉｎ－ＥｔｓｕによってＫＦ－７３１２Ｊの名称で、Ｄｏｗ
　ＣｏｒｎｉｎｇによってＤＣ７４９またはＤＣ５９３で販売されるものが挙げられる。
【００８５】
　ＭＱシロキシシリケート単位を含むシリコーン樹脂として、フェニルアルキルシロキシ
シリケート樹脂、例えば、フェニルプロピルジメチルシロキシシリケート（Ｇｅｎｅｒａ
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のような樹脂の調製は、特に、米国特許第５　８１７　３０２号明細書に記載されている
。
【００８６】
シルセスキオキサン樹脂
　本発明に係る組成物に使用され得るシルセスキオキサン樹脂の中でも、式Ｒ１ｎＳｉＯ

（４－ｎ）／２（ここで、各Ｒ１が、独立して、水素原子またはＣ１～Ｃ１０アルキル基
を示し、ここで、８０ｍｏｌ％超のＲ１基が、Ｃ３～Ｃ１０アルキル基を表し、ｎが、１
．０～１．４の数である）の平均シロキサン単位を有するシルセスキオキサンホモポリマ
ーおよび／またはコポリマーであるアルキルシルセスキオキサン樹脂が挙げられ、より特
定的に、シルセスキオキサンコポリマー（ここで、６０ｍｏｌ％超が、Ｒ１ＳｉＯ３／２

単位を含み、ここで、Ｒ１が、上述される定義を有する）が使用される。
【００８７】
　好ましくは、シルセスキオキサン樹脂は、Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基、好ましく
は、Ｃ１～Ｃ４アルキル基、より特定的に、プロピル基であるように選択される。より特
定的に、ポリ（プロピルシルセスキオキサン）またはｔ－プロピルシルセスキオキサン樹
脂（ＩＮＣＩ名：ポリプロピルシルセスキオキサン（および）イソドデカン）、例えば、
Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇによって商標Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）６７０　Ｆｌ
ｕｉｄで販売される製品が使用される。
【００８８】
カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー
　本発明に係る組成物の調製に好適なビニルポリマーは、カルボシロキサンデンドリマー
に由来する少なくとも１つの単位を含む。ビニルポリマーは、主鎖および少なくとも１つ
の側鎖を有し、この側鎖は、カルボシロキサンデンドリマー構造を示すカルボシロキサン
デンドリマーに由来する単位を含む。
【００８９】
　本発明に関して、「カルボシロキサンデンドリマー構造」という用語は、高分子量を有
する分枝鎖状基を有する分子構造を表し、前記構造は、結合から開始して主鎖へと半径方
向に高い規則性を有する。このようなカルボシロキサンデンドリマー構造は、特願平９－
１７１　１５４号公報において高度に分枝鎖状のシロキサン－シリルアルキレンコポリマ
ーの形態で記載されている。
【００９０】
　本発明に係るビニルポリマーは、以下の一般式（Ｉ）：
【化８】

によって表され得るカルボシロキサンデンドリマーに由来する単位を含むことができ、式
中：
　－　Ｒ１が、５～１０個の炭素原子を有するアリール基または１～１０個の炭素原子を
有するアルキル基を表し；
　－　Ｘｉが、ｉ＝１である場合、式（ＩＩ）：
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【化９】

によって表されるシリルアルキル基を表し、式中：
　．Ｒ１が、式（Ｉ）において上述されるとおりであり、
　．Ｒ２が、２～１０個の炭素原子を有するアルキレン基を表し、
　．Ｒ３が、１～１０個の炭素原子を有するアルキル基を表し、
　．Ｘｉ＋１が、水素原子、１～１０個の炭素原子を有するアルキル基、５～１０個の炭
素原子を有するアリール基およびｉ＝ｉ＋１である式（ＩＩ）の上述されるシリルアルキ
ル基から選択され、
　．ｉが、前記シリルアルキル基の生成を表す１～１０の整数であり、
　．ａｉが、０～３の整数であり；
　－　Ｙが、以下のものから選択されるラジカル重合性有機基を表し：
　．メタクリル基またはアクリル基を含む有機基であって、前記有機基は、式：

【化１０】

によって表され、式中：
　＊Ｒ４が、水素原子または１～１０個の炭素原子を有するアルキル基を表し；
　＊Ｒ５が、１～１０個の炭素原子を有するアルキレン基、例えば、メチレン基、エチレ
ン基、プロピレン基またはブチレン基を表し、メチレンおよびプロピレン基が好ましく；
　．式：
【化１１】

のスチリル基を含む有機基であって、式中：
　＊Ｒ６が、水素原子または１～１０個の炭素原子を有するアルキル基、例えば、メチル
基、エチル基、プロピル基またはブチル基を表し、メチル基が好ましく；
　＊Ｒ７が、１～１０個の炭素原子を有するアルキル基を表し；
　＊Ｒ８が、１～１０個の炭素原子を有するアルキレン基、例えば、メチレン基、エチレ
ン基、プロピレン基またはブチレン基を表し、エチレン基が好ましく；
　＊ｂが、０～４の整数であり；
　＊ｃが０の値を有する場合、－（Ｒ８）ｃ－が結合を表すように、ｃが、０または１の
値を有する。
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【００９１】
　一実施形態によれば、Ｒ１が、５～１０個の炭素原子を有するアリール基または１～１
０個の炭素原子を有するアルキル基を表し得る。アルキル基は、好ましくは、メチル基、
エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、イソプロピル基、イソブチル基、シクロ
ペンチル基またはシクロヘキシル基によって表され得る。アリール基は、好ましくは、フ
ェニル基およびナフチル基によって表され得る。メチルおよびフェニル基が、より特定的
に好ましく、メチル基がとりわけ好ましい。
【００９２】
　一実施形態によれば、Ｒ２が、２～１０個の炭素原子を有するアルキレン基、特に、直
鎖状アルキレン基、例えば、エチレン、プロピレン、ブチレンまたはヘキシレン基；また
は分枝鎖状アルキレン基、例えば、メチルメチレン、メチルエチレン、１－メチルペンチ
レンまたは１，４－ジメチルブチレン基を表す。
【００９３】
　エチレン、メチルエチレン、ヘキシレン、１－メチルペンチレンおよび１，４－ジメチ
ルブチレン基がとりわけ好ましい。
【００９４】
　一実施形態によれば、Ｒ３が、メチル、エチル、プロピル、ブチルおよびイソプロピル
基から選択される。
【００９５】
　式（ＩＩ）において、ｉが、生成の数を示し、したがって、シリルアルキル基の繰り返
し数に相当する。
【００９６】
　例えば、生成の数が１に等しい場合、カルボシロキサンデンドリマーは、以下に示され
る一般式によって表され得、式中、Ｙ、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３が、上述されるとおりであ
り、Ｒ１２が、水素原子を表すか、またはＲ１と同一であり、ａ１が、ａｉと同一である
。好ましくは、分子中のＯＲ３基の総平均数は、０～７の範囲内である。
【化１２】

【００９７】
　生成の数が２に等しい場合、カルボシロキサンデンドリマーは、以下の一般式によって
表され得、式中、Ｙ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ１２が、上述されるのと同じであり、ａ
１およびａ２が、示される生成のａｉを表す。好ましくは、分子中のＯＲ３基の総平均数
は、０～２５の範囲内である。



(19) JP 2020-37583 A 2020.3.12

10

20

30

40

50

【化１３】

【００９８】
　生成の数が３に等しい場合、カルボシロキサンデンドリマーは、以下の一般式によって
表され、式中、Ｙ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ１２が、上述されるのと同じであり、ａ１

、ａ２およびａ３が、示される生成のａｉを表す。好ましくは、分子中のＯＲ３基の総平
均数は、０～７９の範囲内である。

【化１４】

【００９９】
　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位を有するビニルポリマ
ーは、カルボシロキサンデンドリマー構造を含む分子側鎖を有し、
　（Ａ）０～９９．９重量部のビニルモノマーと、
　（Ｂ）１００～０．１重量部の、上述される一般式（Ｉ）によって表される、ラジカル
重合性有機基を含むカルボシロキサンデンドリマーと
の重合から得ることができる。
【０１００】
　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位を有するビニルポリマ
ー中の成分（Ａ）であるビニル型のモノマーは、ラジカル重合性ビニル基を含むビニル型
のモノマーである。
【０１０１】
　このようなモノマーに関して特に限定はない。
【０１０２】
　以下のものは、ビニル型のこのモノマーの例である：メチルメタクリレート、エチルメ
タクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、イソプロピルメタクリレートまたは類似の
低級アルキルのメタクリレート；グリシジルメタクリレート；ブチルメタクリレート、ブ
チルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、ｔｅｒｔ－
ブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルメタクリレート、ｎ－ヘキシルメタクリレート、
シクロヘキシルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシル
メタクリレート、オクチルメタクリレート、ラウリルメタクリレート、ステアリルアクリ
レート、ステアリルメタクリレートまたは類似の高級メタクリレート；酢酸ビニル、プロ
ピオン酸ビニルまたは類似の低級脂肪酸のビニルエステル；カプロン酸ビニル、２－エチ
ルヘキサン酸ビニル、ラウリン酸ビニル、ステアリン酸ビニルまたは類似の高級脂肪酸の
エステル；スチレン、ビニルトルエン、ベンジルメタクリレート、フェノキシエチルメタ
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クリレート、ビニルピロリドンまたは類似のビニル芳香族モノマー；メタクリルアミド、
Ｎ－メチロールメタクリルアミド、Ｎ－メトキシメチルメタクリルアミド、イソブトキシ
メトキシメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルメタクリルアミドまたはアミド基を含むビ
ニル型の類似のモノマー；ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロピルアルコ
ールメタクリレートまたはヒドロキシル基を含むビニル型の類似のモノマー；アクリル酸
、メタクリル酸、イタコン酸、クロトン酸、フマル酸、マレイン酸またはカルボン酸基を
含むビニル型の類似のモノマー；テトラヒドロフルフリルメタクリレート、ブトキシエチ
ルメタクリレート、エトキシジエチレングリコールメタクリレート、ポリエチレングリコ
ールメタクリレート、ポリプロピレングリコールモノメタクリレート、ヒドロキシブチル
ビニルエーテル、セチルビニルエーテル、２－エチルヘキシルビニルエーテルまたはエー
テル結合を有するビニル型の類似のモノマー；メタクリロイルオキシプロピルトリメトキ
シシラン、その分子末端の１つにメタクリル基を有するポリジメチルシロキサン、その分
子末端の１つにスチリル基を有するポリジメチルシロキサン、または不飽和基を有する類
似のシリコーン化合物；ブタジエン；塩化ビニル；塩化ビニリデン；メタクリロニトリル
；フマル酸ジブチル；無水マレイン酸；無水コハク酸；メタクリルグリシジルエーテル；
メタクリル酸の、イタコン酸の、クロトン酸の、マレイン酸のまたはフマル酸の、有機ア
ミン塩、アンモニウム塩、およびアルカリ金属塩；スルホン酸基を有するラジカル重合性
不飽和モノマー、例えば、スチレンスルホン酸基；メタクリル酸に由来する第四級アンモ
ニウム塩、例えば、２－ヒドロキシ－３－メタクリロイルオキシプロピルトリメチルアン
モニウムクロリド；および第三級アミン基を有するアルコールのメタクリル酸エステル、
例えば、ジエチルアミンのメタクリル酸エステル。
【０１０３】
　ビニル型の多官能性モノマーも使用され得る。
【０１０４】
　以下のものは、このような化合物の例を表す：トリメチロールプロパントリメタクリレ
ート、ペンタエリスリチルトリメタクリレート、エチレングリコールジメタクリレート、
テトラエチレングリコールジメタクリレート、ポリエチレングリコールジメタクリレート
、１，４－ブタンジオールジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジメタクリレー
ト、ネオペンチルグリコールジメタクリレート、トリメチロールプロパンエトキシレート
トリメタクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートジメタクリレー
ト、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリメタクリレート、両方の末端
にジビニルベンゼン基を有するスチリル基でキャップされたポリジメチルシロキサン、ま
たは不飽和基を有する類似のシリコーン化合物。
【０１０５】
　成分（Ｂ）であるカルボシロキサンデンドリマーは、上述される式（Ｉ）によって表さ
れ得る。
【０１０６】
　以下のものは、式（Ｉ）のＹ基の好ましい例を表す：アクリロイルオキシメチル基、３
－アクリロイルオキシプロピル基、メタクリロイルオキシメチル基、３－メタクリロイル
オキシプロピル基、４－ビニルフェニル基、３－ビニルフェニル基、４－（２－プロペニ
ル）フェニル基、３－（２－プロペニル）フェニル基、２－（４－ビニルフェニル）エチ
ル基、２－（３－ビニルフェニル）エチル基、ビニル基、アリル基、メタリル基および５
－ヘキセニル基。
【０１０７】
　本発明に係るカルボシロキサンデンドリマーは、以下の平均構造：



(21) JP 2020-37583 A 2020.3.12

10

20

30

【化１５－１】



(22) JP 2020-37583 A 2020.3.12

10

20

30

40

50

【化１５－２】

を有する式によって表され得る。
【０１０８】
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　したがって、一実施形態によれば、本発明に係る組成物のカルボシロキサンデンドリマ
ーは、以下の式：
【化１６】

によって表され、式中：
　．Ｙ、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３が、上の式（Ｉ）および（ＩＩ）に定義されるとおりであ
り；
　．ａ１、ａ２およびａ３が、式（ＩＩ）で表されるａｉの定義に相当し；
　．Ｒ１２が、Ｈ、５～１０個の炭素原子を有するアリール基または１～１０個の炭素原
子を有するアルキル基である。
【０１０９】
　一実施形態によれば、本発明に係る組成物のカルボシロキサンデンドリマーは、以下の
式：

【化１７】

のうちの１つによって表される。
【０１１０】
　本発明に係るカルボシロキサンデンドリマーを含むビニルポリマーは、特願平９－１７
１　１５４号公報に記載されている分枝鎖状シルアルキレンシロキサンを製造するための
方法にしたがって製造され得る。
【０１１１】
　例えば、それは、以下の一般式（ＩＶ）：
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【化１８】

（Ｒ１が、式（Ｉ）において上述されるとおりである）によって表される、ケイ素原子に
結合された水素原子を含む有機ケイ素化合物、
およびアルケニル基を含む有機ケイ素化合物を、ヒドロシリル化反応に供することによっ
て生成され得る。
【０１１２】
　上式中、有機ケイ素化合物は、（３－メタクリロイルオキシプロピル）トリス（ジメチ
ルシロキシ）シラン、（３－アクリロイルオキシプロピル）トリス（ジメチルシロキシ）
シランおよび（４－ビニルフェニル）トリス（ジメチルシロキシ）シランによって表され
得る。アルケニル基を含む有機ケイ素化合物は、ビニルトリス（トリメチルシロキシ）シ
ラン、ビニルトリス（ジメチルフェニルシロキシ）シランおよび（５－ヘキセニル）トリ
ス（トリメチルシロキシ）シランによって表され得る。
【０１１３】
　ヒドロシリル化反応は、塩化白金酸、ビニルシロキサンと白金との錯体、または類似の
遷移金属触媒の存在下で行われる。
【０１１４】
　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位を有するビニルポリマ
ーは、カルボシロキサンデンドリマーの誘導体の単位が、式（ＩＩＩ）：
【化１９】

（式中、Ｚが二価有機基であり、「ｐ」が、０または１であり、Ｒ１が、式（ＩＶ）にお
いて上述されるとおりであり、Ｘｉが、上述される式（ＩＩ）によって表されるシリルア
ルキル基である）によって表されるカルボシロキサン樹枝状構造であるようなポリマーか
ら選択され得る。
【０１１５】
　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位を有するビニルポリマ
ーにおいて、（Ａ）対（Ｂ）の重量比という意味で、成分（Ａ）対成分（Ｂ）の重合比は
、０／１００～９９．９／０．１の範囲内、実際にさらには、０．１／９９．９～９９．
９／０．１、好ましくは、１／９９～９９／１の範囲内である。０／１００の成分（Ａ）
対成分（Ｂ）の比率は、化合物が成分（Ｂ）のホモポリマーになることを意味する。
【０１１６】
　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位を有するビニルポリマ
ーは、成分（Ａ）および（Ｂ）の共重合または成分（Ｂ）単独の重合によって得ることが
できる。
【０１１７】
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　重合は、ラジカル重合またはイオン重合であり得るが；ラジカル重合が好ましい。
【０１１８】
　重合は、５０℃～１５０℃の温度で、ラジカル開始剤の存在下で、３～２０時間の期間
にわたって、溶液中の成分（Ａ）および（Ｂ）の間の反応を引き起こすことによって行わ
れ得る。
【０１１９】
　この目的に好適な溶媒は、ヘキサン、オクタン、デカン、シクロヘキサンまたは類似の
脂肪族炭化水素；ベンゼン、トルエン、キシレンまたは類似の芳香族炭化水素；ジエチル
エーテル、ジブチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサンまたはエーテル；アセト
ン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、ジイソブチルケトンまたは類似のケ
トン；酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸イソブチルまたは類似のエステル；メ
タノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノールまたは類似のアルコール；オクタ
メチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ヘキサメチルジシ
ロキサン、オクタメチルトリシロキサンまたは類似のオルガノシロキサンオリゴマーであ
る。
【０１２０】
　ラジカル開始剤は、従来のラジカル重合反応のための当該技術分野において公知の任意
の化合物であり得る。このようなラジカル開始剤の具体例は、２，２’－アゾビス（イソ
ブチロニトリル）、２，２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）、２，２’－アゾ
ビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）またはアゾビス型の類似の化合物；過酸化ベン
ゾイル、過酸化ラウロイル、ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシベンゾエート、ｔｅｒｔ－ブチ
ルペルオキシ－２－エチルヘキサノエートまたは類似の有機過酸化物である。これらのラ
ジカル開始剤は、単独でまたは２つ以上の組合せで使用され得る。ラジカル開始剤は、成
分（Ａ）および（Ｂ）の１００重量部当たり０．１～５重量部の量で使用され得る。連鎖
移動剤が加えられ得る。連鎖移動剤は、２－メルカプトエタノール、ブチルメルカプタン
、ｎ－ドデシルメルカプタン、（３－メルカプトプロピル）トリメトキシシラン、メルカ
プトプロピル基を有するポリジメチルシロキサンまたはメルカプト型の類似の化合物；塩
化メチレン、クロロホルム、四塩化炭素、臭化ブチル、（３－クロロプロピル）トリメト
キシシランまたは類似のハロゲン化化合物であり得る。
【０１２１】
　ビニル型のポリマーの製造の際、重合の後、未反応の残留ビニルモノマーが、減圧下で
の加熱の条件下で除去され得る。
【０１２２】
　化粧品用の出発材料の調製を容易にするために、カルボシロキサンデンドリマーを含む
ビニルポリマーの数平均分子量は、３０００～２　０００　０００、好ましくは、５００
０～８００　０００の範囲内で選択され得る。それは、液体、ガム、ペースト、固体、粉
末または任意の他の形態であり得る。好ましい形態は、溶媒中での分散体または粉末の希
釈によって形成される溶液である。
【０１２３】
　ビニルポリマーは、シリコーン油、有機油、アルコールまたは水などの液体中の、その
分子側鎖中にカルボシロキサンデンドリマー構造を有するビニル型のポリマーの分散体で
あり得る。
【０１２４】
　シリコーン油は、トリメチルシロキシ基でキャップされた２つの分子末端を有するジメ
チルポリシロキサン、メチルフェニルシロキサンと、トリメチルシロキシ基でキャップさ
れた２つの分子末端を有するジメチルシロキサンとのコポリマー、メチル（３，３，３－
トリフルオロプロピル）シロキサンと、トリメチルシロキシ基でキャップされた２つの分
子末端を有するジメチルシロキサンとのコポリマー、または類似の非反応性直鎖状シリコ
ーン油、およびさらにヘキサメチルシクロトリシロキサン、オクタメチルシクロテトラシ
ロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサンま
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たは類似の環状化合物であり得る。非反応性シリコーン油に加えて、末端上または分子側
鎖中に官能基、例えば、シラノール基、アミノ基およびポリエーテル基を有する修飾ポリ
シロキサンが使用され得る。
【０１２５】
　有機油は、イソドデカン、流動パラフィン、イソパラフィン、ラウリン酸ヘキシル、ミ
リスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸セチル、ミリスチン酸
２－オクチルドデシル；パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、
ステアリン酸ブチル、オレイン酸デシル、オレイン酸２－オクチルドデシル、乳酸ミリス
チル、乳酸セチル、酢酸ラノリン、ステアリルアルコール、セテアリルアルコール、オレ
イルアルコール、アボカド油、アーモンド油、オリーブ油、カカオ脂（ｃｏｃｏａ　ｏｉ
ｌ）、ホホバ油、樹脂油、ヒマワリ油、大豆油、椿油、スクアラン、ヒマシ油、綿実油、
ヤシ油、卵黄油、モノオレイン酸ポリプロピレングリコール、ネオペンチルグリコール２
－エチルヘキサノエートまたは類似のグリコールエステル油；トリイソステアリン酸グリ
セリル、ヤシ油の脂肪酸のトリグリセリド、または多価アルコールエステルの類似の油；
ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシプロピレンセチルエーテルまたは類似
のポリオキシアルキレンエーテルであり得る。
【０１２６】
　アルコールは、化粧品用の出発材料と一緒に使用するのに好適な任意のタイプのもので
あり得る。例えば、それは、メタノール、エタノール、ブタノール、イソプロパノールま
たは類似の低級アルコールであり得る。
【０１２７】
　アルコールの溶液または分散体は、２５℃で１０～１０９ｍＰａの範囲内の粘度を有す
るべきである。化粧品の官能使用特性を向上させるために、粘度は、１００～５×１０８

ｍＰａ．ｓの範囲内であるべきである。
【０１２８】
　溶液および分散体は、カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位
を有するビニルポリマーを、シリコーン油、有機油、アルコールまたは水と混合すること
によって容易に調製され得る。液体は、重合段階中に存在し得る。この場合、未反応の残
留ビニルモノマーは、大気圧または減圧下で、溶液または分散体の熱処理によって完全に
除去されるべきである。
【０１２９】
　分散体の場合、ビニル型のポリマーの分散度が、界面活性剤を加えることによって向上
され得る。
【０１３０】
　このような界面活性剤は、ヘキシルベンゼンスルホン酸、オクチルベンゼンスルホン酸
、デシルベンゼンスルホン酸、ドデシルベンゼンスルホン酸、セチルベンゼンスルホン酸
、ミリスチルベンゼンスルホン酸またはこれらの酸のナトリウム塩のアニオン性界面活性
剤；水酸化オクチルトリメチルアンモニウム、水酸化ドデシルトリメチルアンモニウム、
水酸化ヘキサデシルトリメチルアンモニウム、水酸化オクチルジメチルベンジルアンモニ
ウム、水酸化デシルジメチルベンジルアンモニウム、水酸化ジオクタデシルジメチルアン
モニウム、（牛脂）水酸化トリメチルアンモニウム、（ヤシ油）水酸化トリメチルアンモ
ニウム、または類似のカチオン性界面活性剤；ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、
ポリオキシアルキレンアルキルフェノール、ポリオキシアルキレンアルキルエステル、ポ
リオキシアルキレンのソルビトールエステル、ポリエチレングリコール、ポリプロピレン
グリコール、ジエチレングリコールトリメチルノナノールのエチレンオキシド添加剤、お
よびポリエステル型の非イオン性界面活性剤、およびさらに混合物であり得る。
【０１３１】
　分散体において、ビニル型のポリマーの平均粒径は、０．００１～１００μｍ、好まし
くは、０．０１～５０μｍの範囲内であり得る。この理由は、推奨範囲外では、エマルジ
ョンと混合された化粧品が、良好な十分な皮膚上の感触もしくは手触り、または十分な延
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展性もしくは好ましい感触を有さないことである。
【０１３２】
　分散体または溶液に含まれるビニルポリマーは、０．１重量％～９５重量％、好ましく
は、５重量％～８５重量％の範囲内の濃度を有し得る。しかしながら、混合物の取り扱い
および調製を容易にするために、範囲は、好ましくは、１０重量％～７５重量％であるべ
きである。
【０１３３】
　本発明に好適なビニルポリマーはまた、特許出願欧州特許第０　９６３　７５１号明細
書の実施例に記載されているポリマーのうちの１つであり得る。
【０１３４】
　好ましい実施形態によれば、カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポ
リマーは、
　０～９９．９重量部の１つまたは複数のアクリレートまたはメタクリレートモノマーと
；
　１００～０．１重量部の、トリ［トリ（トリメチルシロキシ）シリルエチルジメチルシ
ロキシ］シリルプロピルカルボシロキサンデンドリマーのアクリレートまたはメタクリレ
ートモノマーと
の重合から得ることができる。
【０１３５】
　モノマー（Ａ１）および（Ｂ１）は、それぞれ特定のモノマー（Ａ）および（Ｂ）に相
当する。
【０１３６】
　一実施形態によれば、カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位
を有するビニルポリマーは、式：
【化２０】

のうちの１つに対応するトリ［トリ（トリメチルシロキシ）シリルエチルジメチルシロキ
シ］シリルプロピルカルボシロキサンデンドリマーに由来する単位を含み得る。
【０１３７】
　好ましい形態によれば、本発明に使用されるカルボシロキサンデンドリマーに由来する
少なくとも１つの単位を有するビニルポリマーは、少なくとも１つのブチルアクリレート
モノマーを含む。
【０１３８】
　一実施形態によれば、ビニルポリマーは、少なくとも１つのフッ素化有機基をさらに含
み得る。
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【０１３９】
　重合されたビニル単位が主鎖を構成し、カルボシロキサン樹枝状構造およびさらにフッ
素化有機基が側鎖に結合された構造が、特に好ましい。
【０１４０】
　フッ素化有機基は、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、
ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、ネオペンチル、ヘキシル、シクロヘキシル、ヘプチル、オ
クチル、ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシル、トリデシル、テトラデシル、ヘキサデ
シルおよびオクタデシル基および１～２０個の炭素原子の他のアルキル基、およびさらに
６～２２個の炭素原子のアルキルオキシアルキレン基の水素原子の全てまたはいくつかを
フッ素原子で置換することによって得ることができる。
【０１４１】
　式－（ＣＨ２）ｘ－（ＣＦ２）ｙ－Ｒ１３によって表される基は、アルキル基の水素原
子をフッ素原子で置換することによって得られるフルオロアルキル基の例として提案され
る。式中、「ｘ」の指数が、０、１、２または３であり、「ｙ」が、１～２０の整数であ
る。Ｒ１３が、水素原子、フッ素原子、－ＣＨ（ＣＦ３）２－またはＣＦ（ＣＦ３）２か
ら選択される原子または基である。このようなフッ素置換アルキル基は、以下に示される
式：－ＣＦ３、－Ｃ２Ｆ５、－ｎＣ３Ｆ７、
－ＣＦ（ＣＦ３）２、－ｎＣ４Ｆ９、ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）２、－ｎＣ５Ｆ１１、－ｎＣ

６Ｆ１３、－ｎＣ８Ｆ１７、ＣＨ２ＣＦ３、
－ＣＨ（ＣＦ３）２、ＣＨ２ＣＨ（ＣＦ３）２－ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、－ＣＨ２（ＣＦ

２）３Ｆ、
－ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｆ、－ＣＨ２（ＣＦ２）６Ｆ、－ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ、－ＣＨ２

ＣＨ２ＣＦ３、－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、
－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）３Ｆ、－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｆ、
－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）６Ｆ、－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ、－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ

２）１０Ｆ、－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）１２Ｆ、
－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）１４Ｆ、－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）１６Ｆ、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＦ３、
－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｈ、－ＣＨ２

（ＣＦ２）４Ｈおよび
－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）３Ｈによって表される直鎖状または分枝鎖状ポリフルオロアル
キルまたはパーフルオロアルキル基によって例示される。
【０１４２】
　－ＣＨ２ＣＨ２－（ＣＦ２）ｍ－ＣＦＲ１４－［ＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）］ｎ－ＯＣ３

Ｆ７によって表される基は、アルキルオキシアルキレン基の水素原子をフッ素原子で置換
することによって得られるフルオロアルキルオキシフルオロアルキレン基として提案され
る。式中、「ｍ」の指数が、０または１であり、「ｎ」が、０、１、２、３、４または５
であり、Ｒ１４が、フッ素原子またはＣＦ３である。このようなフルオロアルキルオキシ
フルオロアルキレン基は、以下に示される式：－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ（ＣＦ３）－［ＯＣＦ

２ＣＦ（ＣＦ３）］ｎ－ＯＣ３Ｆ７、
－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２－［ＯＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）］ｎ－ＯＣ３Ｆ７によって表さ
れるパーフルオロアルキルオキシフルオロアルキレン基によって例示される。
【０１４３】
　本発明に使用されるビニルポリマーの数平均分子量は、３０００～２　０００　０００
、より好ましくは、５０００～８００　０００であり得る。
【０１４４】
　このタイプのフッ素化ビニルポリマーは、
　－　フッ素化有機基を有さないビニルモノマー（Ｍ２）を、
　－　フッ素化有機基を含むビニルモノマー（Ｍ１）、および
　－　上述される一般式（Ｉ）の、上述されるカルボシロキサンデンドリマー（Ｂ）に、
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それらを共重合に供することによって付加することによって得ることができる。
【０１４５】
　したがって、一実施形態によれば、本発明の組成物は、カルボシロキサンデンドリマー
に由来する少なくとも１つの単位を有し、上述されるビニルモノマー（Ｍ１）と、任意選
択的に、上述されるビニルモノマー（Ｍ２）と、上述されるカルボシロキサンデンドリマ
ー（Ｂ）との共重合から得られるビニルポリマーを含むことができ、前記ビニルポリマー
は、０．１～１００：９９．９～０重量％のモノマー（Ｍ１）対モノマー（Ｍ２）の共重
合比、および０．１～９９．９：９９．９～０．１重量％のモノマー（Ｍ１）および（Ｍ
２）の合計対モノマー（Ｂ）の共重合比を有する。
【０１４６】
　分子中にフッ素化有機基を含むビニルモノマー（Ｍ１）は、好ましくは、一般式：
（ＣＨ２）＝ＣＲ１５ＣＯＯＲｆによって表されるモノマーである。
【０１４７】
　この式中、Ｒ１５が、水素原子またはメチル基であり、Ｒｆが、上述されるフルオロア
ルキルおよびフルオロアルキルオキシフルオロアルキレン基によって例示されるフッ素化
有機基である。以下に示される式によって表される化合物は、成分（Ｍ１）の具体例とし
て提案される。以下に示される式中、「ｚ」が、１～４の整数である。
【０１４８】
　ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＦ３、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－Ｃ２Ｆ５、ＣＨ２＝ＣＣ
Ｈ３ＣＯＯ－ｎＣ３Ｆ７、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＦ（ＣＦ３）２、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ｎＣ４Ｆ９、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＦ（ＣＦ３）２、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ｎＣ５Ｆ１１、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ｎＣ６Ｆ１３、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ｎＣ８Ｆ１７、ＣＨ

２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＦ３、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ（ＣＦ３）２、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ（Ｃ
Ｆ３）２、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２（Ｃ
Ｆ２）２Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２（Ｃ
Ｆ２）６Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ

２ＣＦ３、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ

２ＣＨ２（ＣＦ２）３Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ

２ＣＨ２（ＣＦ２）６Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ

２ＣＨ２（ＣＦ２）１０Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）１２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－Ｃ
Ｈ２ＣＨ２（ＣＦ２）１４Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２－ＣＨ２－（ＣＦ２）１６Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ
－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ３、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ
－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｈ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｈ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－（ＣＦ２）

３Ｈ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ（ＣＦ３）－［ＯＣＦ２－ＣＦ（ＣＦ３）］

ｚ－ＯＣ３Ｆ７、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２－［ＯＣＦ２－ＣＦ（ＣＦ３）］ｚ

－ＯＣ３Ｆ７、
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ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＦ３、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－Ｃ２Ｆ５、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ｎ
Ｃ３Ｆ７、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＦ（ＣＦ３）２、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ｎＣ４Ｆ９、ＣＨ２＝Ｃ
ＨＣＯＯ－ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）２、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ｎＣ５Ｆ１１、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ｎＣ６Ｆ１３、ＣＨ２＝ＣＨ
ＣＯＯ－ｎＣ８Ｆ１７、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＦ３、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ（ＣＦ３）２、ＣＨ２＝
ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ（ＣＦ３）２、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）３

Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）６

Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ３

、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２

（ＣＦ２）３Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２

（ＣＦ２）６Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２

（ＣＦ２）１０Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２－（ＣＦ２）１２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２（ＣＦ２）１４Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）１６Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２ＣＦ３、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）２Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ）２Ｈ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２（ＣＦ２）４Ｈ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ

２）３Ｈ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ（ＣＦ３）－［ＯＣＦ２－ＣＦ（ＣＦ３）］Ｚ－
ＯＣ３Ｆ７、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ２ＣＦ２（ＣＦ３）－［ＯＣＦ２－ＣＦ（ＣＦ３

）］２－ＯＣ３Ｆ７。
【０１４９】
　これらの中でも、以下に示される式によって表されるビニルポリマーが好ましい：
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）６Ｆ、ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２

（ＣＦ２）８Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）６Ｆ、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ

２ＣＨ２（ＣＦ２）８Ｆ、
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＦ３、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＦ３。
【０１５０】
　以下に示される式によって表されるビニルポリマーが特に好ましい：
ＣＨ２＝ＣＨＣＯＯ－ＣＨ２ＣＦ３、ＣＨ２＝ＣＣＨ３ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＦ３。
【０１５１】
　分子中にフッ素化有機基を含まないビニルモノマー（Ｍ２）は、例えば、メチルアクリ
レート、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－プロ
ピルアクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、イソプロピルアクリレート、イソプロ
ピルメタクリレートおよび他の低級アルキルアクリレートまたはメタクリレート；グリシ
ジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメ
タクリレート、イソブチルアクリレート、イソブチルメタクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル
アクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルメタクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、ｎ－ヘキ
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シルメタクリレート、シクロヘキシルアクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、２
－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、オクチルアクリレ
ート、オクチルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート、ステ
アリルアクリレート、ステアリルメタクリレートおよび他の高級アクリレートおよびメタ
クリレート；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニルおよび他の低級脂肪酸ビニルエステル；酪
酸ビニル、カプロン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、ラウリン酸ビニル、ステア
リン酸ビニルおよび他の高級脂肪酸エステル；スチレン、ビニルトルエン、ベンジルアク
リレート、ベンジルメタクリレート、フェノキシエチルアクリレート、フェノキシエチル
メタクリレート、ビニルピロリドンおよび他のビニル芳香族モノマー；ジメチルアミノエ
チルアクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジエチルアミノエチルアクリ
レート、ジエチルアミノエチルメタクリレートおよび他のアミノビニルモノマー、アクリ
ルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－メチロールメタクリ
ルアミド、Ｎ－メトキシメチルアクリルアミド、Ｎ－メトキシメチルメタクリルアミド、
イソブトキシメトキシアクリルアミド、イソブトキシメトキシメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルメタクリルアミドおよび他のビニルアミド
モノマー；ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルメタクリレート、アクリル
酸ヒドロキシプロピルアルコール、メタクリル酸ヒドロキシプロピルアルコールおよび他
のヒドロキシビニルモノマー；アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、クロトン酸、フ
マル酸、マレイン酸および他のビニルカルボン酸モノマー；テトラヒドロフルフリルアク
リレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、ブトキシエチルアクリレート、ブト
キシエチルメタクリレート、エトキシジエチレングリコールアクリレート、エトキシジエ
チレングリコールメタクリレート、ポリエチレングリコールアクリレート、ポリエチレン
グリコールメタクリレート、ポリプロピレングリコールモノアクリレート、ポリプロピレ
ングリコールモノメタクリレート、ヒドロキシブチルビニルエーテル、セチルビニルエー
テル、２－エチルヘキシルビニルエーテルおよびエーテル結合を有する他のビニルモノマ
ー；アクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、メタクリロイルオキシプロピルト
リメトキシシラン、末端の１つにアクリロイルまたはメタクリロイル基を含むポリジメチ
ルシロキサン、末端の１つにアルケニルアリール基を含むポリジメチルシロキサンおよび
不飽和基を有する他のシリコーン化合物；ブタジエン；塩化ビニル；塩化ビニリデン、ア
クリロニトリル、メタクリロニトリル；フマル酸ジブチル；無水マレイン酸；ドデシルコ
ハク酸無水物；アクリルグリシジルエーテル、メタクリルグリシジルエーテル、３，４－
エポキシシクロヘキシルメチルアクリレート、３，４－エポキシシクロヘキシルメチルメ
タクリレート、アクリル酸の、メタクリル酸の、イタコン酸の、クロトン酸の、フマル酸
の、マレイン酸のおよび他のラジカル重合性不飽和カルボン酸のアルカリ金属塩、アンモ
ニウム塩および有機アミン塩、スルホン酸基を含むラジカル重合性不飽和モノマー、例え
ば、スチレンスルホン酸、およびさらにそれらのアルカリ金属塩、それらのアンモニウム
塩およびそれらの有機アミン塩；アクリル酸またはメタクリル酸から得られる第四級アン
モニウム塩、例えば、２－ヒドロキシ－３－メタクリロイルオキシプロピルトリメチルア
ンモニウムクロリド、第三級アミンアルコールのメタクリル酸エステル、例えば、メタク
リル酸のジエチルアミンエステル、およびそれらの第四級アンモニウム塩によって例示さ
れるラジカル重合性ビニル基を有する任意のモノマーであり得る。
【０１５２】
　さらに、ビニルモノマー（Ｍ２）として、例えば、トリメチロールプロパントリアクリ
レート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、ペンタエリスリチルトリアクリレ
ート、ペンタエリスリチルトリメタクリレート、エチレングリコールジアクリレート、エ
チレングリコールジメタクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、テトラ
エチレングリコールジメタクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリエ
チレングリコールジメタクリレート、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，４－
ブタンジオールジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、１，６－
ヘキサンジオールジメタクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ネオペン
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チルグリコールジメタクリレート、トリメチロールプロパンエトキシレートトリアクリレ
ート、トリメチロールプロパンエトキシレートトリメタクリレート、トリス（２－ヒドロ
キシエチル）イソシアヌレートジアクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシ
アヌレートジメタクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリア
クリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリメタクリレート、分
子鎖の２つの末端がアルケニルアリール基でブロックされたポリジメチルシロキサン、お
よび不飽和基を有する他のシリコーン化合物によって例示される多官能性ビニルモノマー
を使用することも可能である。
【０１５３】
　（Ｍ１）および（Ｍ２）が共重合される上記の比率に関して、（Ｍ１）対（Ｍ２）の重
量比は、好ましくは、１：９９～１００：０の範囲内である。
【０１５４】
　Ｙが、例えば、アクリルまたはメタクリル基を有する有機基、アルケニルアリール基を
有する有機基、または２～１０個の炭素原子を有するアルケニル基から選択され得る。
【０１５５】
　アクリルまたはメタクリル基およびアルケニルアリール基を有する有機基は、上述され
るとおりである。
【０１５６】
　化合物（Ｂ）の中でも、例えば、以下の化合物：
【化２１】

が挙げられる。
【０１５７】
　カルボシロキサンデンドリマー（Ｂ）は、欧州特許第１　０５５　６７４号明細書の文
献に記載されている分枝鎖状シロキサン／シルアルキレンコポリマーを調製するための方
法を用いて調製され得る。
【０１５８】
　例えば、それらは、有機アルケニルシリコーン化合物、および上述される式（ＩＶ）に
よって表される、ケイ素に結合された水素原子を含むシリコーン化合物を、ヒドロシリル
化反応に供することによって調製され得る。
【０１５９】
　モノマー（Ｂ）対モノマー（Ｍ１）および（Ｍ２）の共重合比（重量基準）は、好まし
くは、１：９９～９９：１の範囲内、さらにより好ましくは、５：９５～９５：５の範囲
内である。
【０１６０】
　アミノ基は、成分（Ｍ２）に含まれる、ジメチルアミノエチルアクリレート、ジメチル
アミノエチルメタクリレート、ジエチルアミノエチルアクリレートおよびジエチルアミノ
エチルメタクリレートなどのアミノ基を含むビニルモノマーを用いて、ビニルポリマーの
側鎖に導入され得、続いて、酢酸カリウム一塩化物、酢酸アンモニウム一塩化物、モノク
ロロ酢酸のアミノメチルプロパノール塩、モノブロモ酢酸のトリエタノールアミン塩、モ
ノクロロプロピオン酸ナトリウム、およびハロゲン化脂肪酸の他のアルカリ金属塩による
修飾を行うか；あるいは、カルボン酸基は、成分（Ｍ２）に含まれる、アクリル酸、メタ
クリル酸、イタコン酸、クロトン酸、フマル酸およびマレイン酸などのカルボン酸を含む
ビニルモノマーを用いて、ビニルポリマーの側鎖に導入され得、続いて、生成物を、トリ
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エチルアミン、ジエチルアミン、トリエタノールアミンおよび他のアミンで中和する。
【０１６１】
　フッ素化ビニルポリマーは、出願国際公開第０３／０４５３３７号パンフレットの実施
例に記載されているポリマーのうちの１つであり得る。
【０１６２】
　好ましい実施形態によれば、本発明の意味の範囲内のグラフト化ビニルポリマーは、好
ましくは、特に、シリコーン油および炭化水素油ならびにそれらの混合物から選択される
揮発性物質である油または油の混合物中で運ばれ得る。
【０１６３】
　特定の実施形態によれば、本発明に好適なシリコーン油は、シクロペンタシロキサンで
あり得る。
【０１６４】
　別の特定の実施形態によれば、本発明に好適な炭化水素油は、イソドデカンであり得る
。
【０１６５】
　本発明に特に好適であり得るカルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つ
の単位でグラフトされたビニルポリマーは、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇによってＴＩＢ　４
－１００、ＴＩＢ　４－１０１、ＴＩＢ　４－１２０、ＴＩＢ　４－１３０、ＴＩＢ　４
－２００、ＦＡ　４００２　ＩＤ（ＴＩＢ　４－２０２）、ＴＩＢ　４－２２０およびＦ
Ａ　４００１　ＣＭ（ＴＩＢ　４－２３０）の名称で販売されるポリマーである。
【０１６６】
　本発明の特定の形態によれば、親油性皮膜形成ポリマーは、以下のものから選択される
：
　－　トリメチルシロキシシリケート型のＭＱ型のシリコーン樹脂；
　－　フェニルアルキルシロキシシリケート型のＭＱ型の樹脂；
　－　ポリプロピルシルセスキオキサンまたはｔ－プロピルシルセスキオキサン樹脂（Ｉ
ＮＣＩ名：ポリプロピルシルセスキオキサン（および）イソドデカン）；
　－　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位でグラフトされた
ビニルポリマー（ＩＮＣＩ名：アクリレート／ポリトリメチルシロキシメタクリレート）
。
【０１６７】
　本発明の特定の形態によれば、親油性皮膜形成ポリマーは、ポリプロピルシルセスキオ
キサンまたはｔ－プロピルシルセスキオキサン樹脂（ＩＮＣＩ名：ポリプロピルシルセス
キオキサン（および）イソドデカン）である。
【０１６８】
　一実施形態によれば、本発明に係る組成物は、前記組成物の総重量に対して、０．１重
量％～２０重量％、特に、０．５重量％～１５重量％、より特定的に、０．５重量％～１
０重量％、好ましくは、０．５重量％～４重量％の活性材料含量で親油性皮膜形成ポリマ
ーを含む。
【０１６９】
　特に好ましい形態によれば、本発明に係る組成物は、少なくとも：
　ａ）組成物の総重量に対して少なくとも１５．０重量％の、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂
肪酸トリグリセリド、リンゴ酸ジイソステアリル、トリメリット酸トリデシルおよびそれ
らの混合物から選択される、１．４５０以上の屈折率を有する少なくとも１つの不揮発性
炭化水素油、および任意選択的に、特に、１０～４０個の炭素原子を有する合成エーテル
、特に、ジカプリリルエーテルから選択される、１．４５０未満の屈折率を有する少なく
とも１つの不揮発性油、および
　ｂ）Ｃ８～Ｃ１６イソアルカン、特に、イソドデカンから選択される少なくとも１つの
揮発性炭化水素油、および
　ｃ）組成物の総重量に対して少なくとも８重量％のエタノール、および
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　ｄ）トリメタシロキシシリケート型のＭＱ型のシリコーン樹脂、ポリプロピルシルセス
キオキサンまたはｔ－プロピルシルセスキオキサン樹脂、またはカルボシロキサンデンド
リマーに由来する少なくとも１つの単位でグラフトされたビニルポリマーから選択される
少なくとも１つの親油性皮膜形成ポリマー、および
　ｅ）少なくとも１つの顔料を含む。
【０１７０】
粒子材料
　本発明に係る組成物に使用され得る粒子材料は、顔料、充填剤およびそれらの混合物か
ら選択され得る。
【０１７１】
　「顔料」という用語は、水溶液に不溶性であり、得られるフィルムを着色するか、およ
び／または不透明にすることが意図される白色または着色された無機または有機粒子を意
味するものと理解されるべきである。
【０１７２】
　「充填剤」という用語は、組成物の媒体中に分散された不溶性の形態で提供される任意
の形状の無色のまたは白色の固体粒子を意味するものと理解されるべきである。無機また
は有機の性質を有し、それらは、組成物に粘り（ｂｏｄｙ）または剛性および／またはメ
イクアップに柔性および均一性を与えることを可能にする。
【０１７３】
顔料
　顔料は、化粧用組成物の総重量に対して、０．１重量％～４０重量％、特に、１重量％
～３０重量％、特に、５重量％～１５重量％の割合で存在し得る。
【０１７４】
　本発明に使用され得る無機顔料として、酸化チタン、酸化ジルコニウムまたは酸化セリ
ウム、およびさらに酸化亜鉛、酸化鉄または酸化クロム、フェリックブルー（ｆｅｒｒｉ
ｃ　ｂｌｕｅ）、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルーおよびクロム水和物が挙
げられる。好ましくは、本発明の組成物は、少なくとも酸化チタンおよび酸化鉄を含む。
【０１７５】
　本発明に使用され得る無機顔料として、真珠光沢剤が特に挙げられる。
【０１７６】
　「真珠光沢剤」という用語は、虹色の光沢を有していてもまたは有していなくてもよく
、特に、特定の軟体動物によってその殻中で生成され、あるいは合成され、光学干渉によ
って色効果を示す、任意の形状の着色された粒子を意味するものと理解されるべきである
。
【０１７７】
　真珠光沢剤は、真珠光沢顔料、例えば、酸化鉄で被覆された酸化チタン被覆雲母、塩化
酸化ビスマスで被覆された酸化チタン被覆雲母、酸化クロムで被覆された酸化チタン被覆
雲母、有機染料で被覆された酸化チタン被覆雲母およびさらに塩化酸化ビスマスをベース
とする真珠光沢顔料から選択され得る。それらはまた、その表面で、金属酸化物および／
または有機着色剤の少なくとも２つの連続層が重ねられた雲母粒子であり得る。
【０１７８】
　同様に挙げられる真珠層の例は、酸化チタン、酸化鉄、天然顔料または塩化酸化ビスマ
スで被覆された天然雲母を含む。市販されている真珠光沢剤の中でも、Ｅｎｇｅｌｈａｒ
ｄによって販売されるＴｉｍｉｃａ、ＦｌａｍｅｎｃｏおよびＤｕｏｃｈｒｏｍｅ真珠光
沢剤（雲母をベースとする）、Ｍｅｒｃｋによって販売されるＴｉｍｉｒｏｎ真珠光沢剤
、Ｅｃｋａｒｔによって販売される雲母をベースとするＰｒｅｓｔｉｇｅ真珠光沢剤およ
びＳｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌによって販売される合成雲母をベースとするＳｕｎｓｈｉｎ
ｅ真珠光沢剤が挙げられる。
【０１７９】
　真珠光沢剤は、より特定的に、黄、ピンク、赤、青銅、オレンジ、茶、金および／また



(35) JP 2020-37583 A 2020.3.12

10

20

30

40

50

は銅の色または色合いを有し得る。
【０１８０】
　本発明に関して使用され得る真珠光沢剤の例として、特に、Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｇｏ
ｌｄ　２１２Ｇ（Ｔｉｍｉｃａ）、Ｇｏｌｄ　２２２Ｃ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）、Ｓｐａ
ｒｋｌｅ　Ｇｏｌｄ（Ｔｉｍｉｃａ）、Ｇｏｌｄ　４５０４（Ｃｈｒｏｍａｌｉｔｅ）お
よびＭｏｎａｒｃｈ　Ｇｏｌｄ　２３３Ｘ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）の名称でＥｎｇｅｌｈ
ａｒｄによって販売される金色の真珠光沢剤；特に、Ｂｒｏｎｚｅ　Ｆｉｎｅ（１７３８
４）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）およびＢｒｏｎｚｅ（１７３５３）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）の名
称でＭｅｒｃｋによって、およびＳｕｐｅｒ　Ｂｒｏｎｚｅ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）の名
称でＥｎｇｅｌｈａｒｄによって販売される青銅色の真珠光沢剤；特に、Ｏｒａｎｇｅ　
３６３Ｃ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）およびＯｒａｎｇｅ　ＭＣＲ　１０１（Ｃｏｓｍｉｃａ
）の名称でＥｎｇｅｌｈａｒｄによって、およびＰａｓｓｉｏｎ　Ｏｒａｎｇｅ（Ｃｏｌ
ｏｒｏｎａ）およびＭａｔｔｅ　Ｏｒａｎｇｅ（１７４４９）（Ｍｉｃｒｏｎａ）の名称
でＭｅｒｃｋによって販売されるオレンジ色の真珠光沢剤；特に、Ｎｕ－Ａｎｔｉｑｕｅ
　Ｃｏｐｐｅｒ　３４０ＸＢ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）およびＢｒｏｗｎ　ＣＬ４５０９（
Ｃｈｒｏｍａｌｉｔｅ）の名称でＥｎｇｅｌｈａｒｄによって販売される茶色の真珠光沢
剤；特に、Ｃｏｐｐｅｒ　３４０Ａ（Ｔｉｍｉｃａ）の名称でＥｎｇｅｌｈａｒｄによっ
て販売される銅の輝きを有する真珠光沢剤；特に、Ｓｉｅｎｎａ　Ｆｉｎｅ（１７３８６
）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）の名称でＭｅｒｃｋによって販売される赤色の輝きを有する真珠
光沢剤；特に、Ｙｅｌｌｏｗ（４５０２）（Ｃｈｒｏｍａｌｉｔｅ）の名称でＥｎｇｅｌ
ｈａｒｄによって販売される黄色の輝きを有する真珠光沢剤；特に、Ｓｕｎｓｔｏｎｅ　
Ｇ０１２（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の名称でＥｎｇｅｌｈａｒｄによって販売される金色の輝き
を有する赤色の真珠光沢剤；特に、Ｔａｎ　Ｏｐａｌｅ　Ｇ００５（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の
名称でＥｎｇｅｌｈａｒｄによって販売されるピンク色の真珠光沢剤；特に、Ｎｕ－Ａｎ
ｔｉｑｕｅ　Ｂｒｏｎｚｅ　２４０　ＡＢ（Ｔｉｍｉｃａ）の名称でＥｎｇｅｌｈａｒｄ
によって販売される金色の光沢を有する黒色の真珠光沢剤；特に、Ｍａｔｔｅ　Ｂｌｕｅ
（１７４３３）（Ｍｉｃｒｏｎａ）の名称でＭｅｒｃｋによって販売される青色の真珠光
沢剤；特に、Ｘｉｒｏｎａ　Ｓｉｌｖｅｒの名称でＭｅｒｃｋによって販売される銀色の
輝きを有する白色の真珠光沢剤；および特に、Ｉｎｄｉａｎ　Ｓｕｍｍｅｒ（Ｘｉｒｏｎ
ａ）の名称でＭｅｒｃｋによって販売される金緑色で、ピンク色とオレンジ色を帯びた真
珠光沢剤、ならびにそれらの混合物が特に挙げられる。
【０１８１】
　本発明にしたがって使用され得る顔料の中でも、単純な従来の着色効果、すなわち、例
えば、単色顔料などの従来の着色剤によって生成されるような統合および安定化された効
果と異なる光学効果を有するものが挙げられる。本発明の意味の範囲内で、「安定化され
た」という用語は、観測角度によるあるいは温度の変化に応じた色の変動の効果がないこ
とを意味する。
【０１８２】
　例えば、この材料は、金属の輝きを有する粒子、角度依存性（ｇｏｎｉｏｃｈｒｏｍａ
ｔｉｃ）着色剤、回折顔料、熱変色性剤（ｔｈｅｒｍｏｃｈｒｏｍｉｃ　ａｇｅｎｔ）、
光学的光沢剤およびさらに繊維、特に、干渉繊維から選択され得る。当然ながら、これら
の様々な材料は、２つの効果、実際にさらには本発明に係る新規な効果の同時の表示を提
供するように組み合わされ得る。
【０１８３】
　本発明に使用され得る金属の輝きを有する粒子は、特に、以下のものから選択される：
　－　少なくとも１つの金属および／または少なくとも１つの金属誘導体の粒子、
　－　少なくとも１つの金属および／または少なくとも１つの金属誘導体を含む、金属の
輝きを有する少なくとも１つの層で少なくとも部分的に被覆された、１つまたは複数の材
料で作製された、有機または無機基材を含む粒子、および
　－　前記粒子の混合物。
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【０１８４】
　前記粒子中に存在し得る金属の中でも、例えば、Ａｇ、Ａｕ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｎｉ、Ｓｎ
、Ｍｇ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｐｔ、Ｖａ、Ｒｂ、Ｗ、Ｚｎ、Ｇｅ、Ｔｅ、Ｓｅおよ
びそれらの混合物または合金が挙げられる。Ａｇ、Ａｕ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｍｏ
、Ｃｒおよびそれらの混合物または合金（例えば、青銅および真ちゅう）が好ましい金属
である。
【０１８５】
　「金属誘導体」という用語は、金属から誘導される化合物、特に、酸化物、フッ化物、
塩化物および硫化物を示す。これらの粒子の例として、アルミニウム粒子、例えば、Ｓｉ
ｌｂｅｒｌｉｎｅによってＳｔａｒｂｒｉｔｅ　１２００　ＥＡＣ（登録商標）の名称で
、およびＥｃｋａｒｔによってＭｅｔａｌｕｒｅ（登録商標）の名称で販売されるものが
挙げられる。
【０１８６】
　銅または合金混合物で形成された金属粉末、例えば、Ｒａｄｉｕｍ　Ｂｒｏｎｚｅによ
って販売される整理番号２８４４、金属顔料、例えば、アルミニウムまたは青銅、例えば
、ＥｃｋａｒｔからＲｏｔｏｓａｆｅ　７００の名称で販売されるもの、Ｅｃｋａｒｔか
らＶｉｓｉｏｎａｉｒｅ　Ｂｒｉｇｈｔ　Ｓｉｌｖｅｒの名称で販売されるシリカ被覆ア
ルミニウム粒子および金属合金で形成された粒子、例えば、ＥｃｋａｒｔからＶｉｓｉｏ
ｎａｉｒｅ　Ｂｒｉｇｈｔ　Ｎａｔｕｒａｌ　Ｇｏｌｄの名称で販売されるシリカで被覆
された青銅（銅および亜鉛合金）で形成された粉末も挙げられる。
【０１８７】
　粒子は、ガラス基材、例えば、Ｍｉｃｒｏｇｌａｓｓ　Ｍｅｔａｓｈｉｎｅの名称でＮ
ｉｐｐｏｎ　Ｓｈｅｅｔ　Ｇｌａｓｓによって販売されるものも含み得る。
【０１８８】
　角度依存性着色剤は、例えば、干渉多層構造および液晶着色剤から選択され得る。
【０１８９】
　本発明にしたがって生成される組成物に使用され得る対称干渉多層構造の例は、例えば
、以下の構造である：Ａｌ／ＳｉＯ２／Ａｌ／ＳｉＯ２／Ａｌ、この構造を有する顔料は
、ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓによって販売される；Ｃｒ／ＭｇＦ２／Ａｌ／Ｍ
ｇＦ２／Ｃｒ、この構造を有する顔料は、ＦｌｅｘによってＣｈｒｏｍａｆｌａｉｒの名
称で販売される；ＭｏＳ２／ＳｉＯ２／Ａｌ／ＳｉＯ２／ＭｏＳ２；Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ

２／Ａｌ／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３およびＦｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３／ＳｉＯ２／
Ｆｅ２Ｏ３、これらの構造を有する顔料は、ＢＡＳＦによってＳｉｃｏｐｅａｒｌの名称
で販売される；ＭｏＳ２／ＳｉＯ２／酸化雲母／ＳｉＯ２／ＭｏＳ２；Ｆｅ２Ｏ３／Ｓｉ
Ｏ２／酸化雲母／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３；ＴｉＯ２／ＳｉＯ２／ＴｉＯ２およびＴｉＯ２

／Ａｌ２Ｏ３／ＴｉＯ２；ＳｎＯ／ＴｉＯ２／ＳｉＯ２／ＴｉＯ２／ＳｎＯ；Ｆｅ２Ｏ３

／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３；ＳｎＯ／雲母／ＴｉＯ２／ＳｉＯ２／ＴｉＯ２／雲母／ＳｎＯ
、これらの構造を有する顔料は、Ｍｅｒｃｋ（Ｄａｒｍｓｔａｄｔ）によってＸｉｒｏｎ
ａの名称で販売される。例として、これらの顔料は、ＭｅｒｃｋによってＸｉｒｏｎａ　
Ｍａｇｉｃの名称で販売されるシリカ／酸化チタン／酸化スズ構造を有する顔料、Ｍｅｒ
ｃｋによってＸｉｒｏｎａ　Ｉｎｄｉａｎ　Ｓｕｍｍｅｒの名称で販売されるシリカ／褐
色酸化鉄構造を有する顔料、およびＭｅｒｃｋによってＸｉｒｏｎａ　Ｃａｒｉｂｂｅａ
ｎ　Ｂｌｕｅの名称で販売されるシリカ／酸化チタン／雲母／酸化スズ構造を有する顔料
であり得る。Ｓｈｉｓｅｉｄｏ製のＩｎｆｉｎｉｔｅ　Ｃｏｌｏｒｓ顔料も挙げられる。
様々な層の厚さおよび性質に応じて、異なる効果が得られる。したがって、構造Ｆｅ２Ｏ

３／ＳｉＯ２／Ａｌ／ＳｉＯ２／Ｆｅ２Ｏ３では、色は、３２０～３５０ｎｍのＳｉＯ２

層の場合、緑がかった金色から赤色がかった灰色に；３８０～４００ｎｍのＳｉＯ２層の
場合、赤色から金色に；４１０～４２０ｎｍのＳｉＯ２層の場合、紫色から緑色に；４３
０～４４０ｎｍのＳｉＯ２層の場合、銅色から赤色に変化する。
【０１９０】
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　高分子多層構造を有する顔料の例として、Ｃｏｌｏｒ　Ｇｌｉｔｔｅｒの名称で３Ｍに
よって販売されるものが挙げられる。
【０１９１】
　液晶角度依存性粒子として、例えば、Ｃｈｅｎｉｘによって販売されるもの、およびＷ
ａｃｋｅｒによってＨｅｌｉｃｏｎｅ（登録商標）ＨＣの名称で販売されるものが使用さ
れ得る。
【０１９２】
充填剤
　本発明の組成物に使用され得る充填剤は、有機または無機の性質を有するものであり得
、特に、向上した安定性、耐摩耗性、カバー力（ｃｏｖｅｒａｇｅ）および／またはマッ
トさのさらなる特性をそれに与えることを可能にする。
【０１９３】
　充填剤の含量は、前記組成物の総重量に対して、２重量％～２０重量％、特に、４重量
％～１２重量％の範囲であり得る。
【０１９４】
　本発明に係る組成物に使用される充填剤は、層状、球形、球状もしくは繊維形態のもの
またはこれらの明確な形態の中間の任意の他の形態のものであり得る。
【０１９５】
　本発明に係る充填剤は、表面が被覆されていてもまたはされていなくてもよく、特に、
それらは、シリコーン、アミノ酸、フッ素化誘導体または組成物中の充填剤の分散および
相溶性を促進する任意の他の物質で表面処理され得る。
【０１９６】
　無機充填剤の例として、粘土、タルク、雲母、シリカ、中空シリカ微小球、カオリン、
炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、ヒドロキシアパタイト、窒化ホウ素、ガラスまたは
セラミックマイクロカプセル、シリカと二酸化チタンとの複合体、例えば、Ｎｉｐｐｏｎ
　Ｓｈｅｅｔ　Ｇｌａｓｓによって販売されるＴＳＧシリーズ、またはトリメチルシリル
基によって表面修飾された疎水性シリカエアロゲル粒子が挙げられる。
【０１９７】
　本発明の特定の形態によれば、本発明の組成物は、充填剤として、少なくとも、トリメ
チルシリル基によって表面修飾された疎水性シリカエアロゲル粒子および／または親油性
粘土を含む。
【０１９８】
　本発明に使用され得る疎水性シリカエアロゲルとして、例えば、粒子が約１０００μｍ
の平均サイズおよび６００～８００ｍ２／ｇの範囲の重量単位当たりの比表面積を示す、
Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇによってＶＭ－２２６０（登録商標）（ＩＮＣＩ名：シリル化シ
リカ）の名称で販売されるエアロゲルが挙げられる。
【０１９９】
　整理番号Ａｅｒｏｇｅｌ　ＴＬＤ　２０１、Ａｅｒｏｇｅｌ　ＯＧＤ　２０１、Ａｅｒ
ｏｇｅｌ　ＴＬＤ　２０３、Ｅｎｏｖａ（登録商標）Ａｅｒｏｇｅｌ　ＭＴ　１１００お
よびＥｎｏｖａ　Ａｅｒｏｇｅｌ　ＭＴ　１２００でＣａｂｏｔによって販売されるエア
ロゲルも挙げられる。
【０２００】
　好ましくは、粒子が５～１５μｍの範囲の平均サイズおよび６００～８００ｍ２／ｇの
範囲の重量単位当たりの比表面積を示す、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇによってＶＭ－２２７
０（ＩＮＣＩ名：シリル化シリカ）の名称で販売されるエアロゲルが使用される。
【０２０１】
　粘土は、天然または合成であり得、それらは、アルキルアンモニウム塩、例えば、Ｃ１

０～Ｃ２２アンモニウムクロリド、例えばジステアリルジメチルアンモニウムクロリドに
よる処理によって親油性にされる。
【０２０２】
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　それらは、ベントナイト、特に、ヘクトライトおよびモンモリロナイト、バイデライト
、サポナイト、ノントロナイト、セピオライト、黒雲母、アタパルジャイト、バーミキュ
ライトおよびゼオライトから選択され得る。
【０２０３】
　それらは、好ましくは、ヘクトライトから選択される。
【０２０４】
　特に、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリドによって修飾されたヘクトライト、
例えば、ＥｌｅｍｅｎｔｉｓによってＢｅｎｔｏｎｅ　Ｇｅｌ　ＩＳＤ　Ｖ（登録商標）
の名称で販売される商品が使用される。有機充填剤の例として、ポリアミドで形成された
粉末（Ａｔｏｃｈｅｍ製のＯｒｇａｓｏｌ　Ｎｙｌｏｎ（登録商標））、ポリエチレン、
ポリ（メチルメタクリレート）、ポリテトラフルオロエチレン（Ｔｅｆｌｏｎ）またはア
クリル酸コポリマー（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製のＰｏｌｙｔｒａｐ）、ラウロイルリジ
ン、ポリ塩化ビニリデン／アクリロニトリルのものなどの中空高分子微小球、例えば、Ｅ
ｘｐａｎｃｅｌ（Ｎｏｂｅｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ）、ヘキサメチレンジイソシアネート
／トリメチロールヘキシルラクトンコポリマー粉末（Ｔｏｓｈｉｋｉ製のＰｌａｓｔｉｃ
　Ｐｏｗｄｅｒ）、上述されるもの以外のシリコーン樹脂マイクロビーズ（例えば、Ｔｏ
ｓｈｉｂａ製のＴｏｓｐｅａｒｌ）、合成または天然微粉化ワックス、８～２２個の炭素
原子、好ましくは、１２～１８個の炭素原子を有する有機カルボン酸に由来する金属せっ
けん、例えばステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸リチウム、ラ
ウリン酸亜鉛またはミリスチン酸マグネシウム、Ｐｏｌｙｐｏｒｅ（登録商標）Ｌ　２０
０（Ｃｈｅｍｄａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）またはポリウレタン粉末、特に、トリメ
チロールヘキシルラクトンを含むコポリマーを含む架橋ポリウレタンで形成された粉末が
挙げられる。それは、特に、ヘキサメチレンジイソシアネート／トリメチロールヘキシル
ラクトンポリマーであり得る。このような粒子は、特に、例えばＴｏｓｈｉｋｉからＰｌ
ａｓｔｉｃ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｄ－４００（登録商標）またはＰｌａｓｔｉｃ　Ｐｏｗｄｅ
ｒ　Ｄ－８００（登録商標）の名称で市販されているもの、およびそれらの混合物である
。
【０２０５】
添加剤
　本発明に係る組成物は、対象とするケラチン物質の観点から一般に調整される特定の剤
形の配合物に従来用いられるさらなる化粧品成分も含み得る。このまたはこれらのさらな
る化粧品成分は、特に、ワックス、ペースト状の脂肪性物質、界面活性剤、親油性ゲル化
剤、分散剤、活性剤、防腐剤、酸化防止剤、溶媒、香料、日焼け止め剤、殺菌剤、消臭剤
、脂溶性染料およびそれらの混合物から選択され得る。
【０２０６】
　さらなる化粧品成分の量は、対象とする分野で従来使用される量、例えば、組成物の総
重量の０．０１％～２０％、好ましくは、組成物の総重量の０．０１％～１０％である。
【０２０７】
　当然ながら、当業者は、本発明に係る組成物の有利な特性が、想定される添加によって
悪影響を受けないか、または実質的に悪影響を受けないように、任意選択的なさらなる成
分および／またはそれらの量を注意して選択するであろう。
【０２０８】
　脂溶性染料は、例えば、スダンレッド、ＤＣレッド１７、ＤＣグリーン６、β－カロテ
ン、大豆油、スダンブラウン、ＤＣイエロー１１、ＤＣバイオレット２、ＤＣオレンジ５
およびキノリンイエローである。
【０２０９】
シリコーン界面活性剤
　特定の形態によれば、本発明に係る組成物は、特に、オキシアルキレン化、好ましくは
、オキシエチレン化ポリジメチルシロキサンから選択されるシリコーン界面活性剤をさら
に含み得る。
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【０２１０】
　好ましくは、シリコーン界面活性剤は、主鎖上のポリオキシエチレン鎖（ポリオキシエ
チレン側鎖またはペンダント鎖）を含む。
【０２１１】
　アルキレンオキシド単位の数は、２～５０、好ましくは、５～２０の範囲であり得る。
【０２１２】
　このようなシリコーン界面活性剤は、特に、ＫＦ－６０１７の名称でＳｈｉｎ－Ｅｔｓ
ｕによって販売される、ＰＥＧ－１０ジメチコンと呼ばれるものである。
【０２１３】
　シリコーン界面活性剤は、組成物の総重量に対して、０．０１重量％～５重量％、好ま
しくは、０．１重量％～３重量％の範囲の量で、本発明に係る組成物中に存在し得る。
【０２１４】
分散剤
　有利には、本発明に係る組成物は、分散剤をさらに含み得る。
【０２１５】
　このような分散剤は、界面活性剤、オリゴマー、ポリマーまたはそれらのいくつかの混
合物であり得る。
【０２１６】
　特定の実施形態によれば、本発明に係る分散剤は、界面活性剤である。
【０２１７】
活性剤
　特に、ケア用途の場合、本発明に係る組成物は、少なくとも１つの保湿剤（湿潤剤とし
ても知られている）を含み得る。
【０２１８】
　好ましくは、保湿剤は、グリセロールである。
【０２１９】
　１つまたは複数の保湿剤は、前記組成物の総重量に対して、０．１重量％～１５重量％
、特に、０．５重量％～１０重量％、実際にさらには、１重量％～６重量％の範囲の含量
で、組成物中に存在し得る。
【０２２０】
　本発明の組成物に使用され得る他の活性剤として、例えば、ビタミン、日焼け止め剤お
よびそれらの混合物が挙げられる。
【０２２１】
　好ましくは、本発明に係る組成物は、少なくとも１つの活性剤を含む。
【０２２２】
　本発明に係る組成物中に存在する添加剤の性質および量を、本組成物に必要とされる化
粧特性が添加剤によって影響されないように調整することは、当業者にとって日常的な作
業に過ぎない。
【０２２３】
剤形
　本発明に係る組成物は、ファンデーション、コンシーラー、マスカラまたは口紅の形態
で提供され得る。
【０２２４】
　本発明の化粧用組成物は、無水液体製品の形態で提供される。特に、本発明の化粧用組
成物は、リキッドファンデーション、身体をメイクアップするための製品、コンシーラー
または化粧下地の形態で提供され得る。
【０２２５】
　一実施形態によれば、本発明の組成物は、身体または顔、特に顔の皮膚をケアするため
の組成物の形態で有利に提供され得る。
【０２２６】
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　別の実施形態によれば、本発明の組成物は、化粧下地組成物の形態で有利に提供され得
る。
【０２２７】
　別の実施形態によれば、本発明の組成物は、ファンデーションの形態で有利に提供され
得る。
【０２２８】
　このような組成物は、特に、当業者の一般知識にしたがって調製される。
【０２２９】
　「．．．～．．．」および「．．．～．．．の範囲の」という表現は、特に規定されな
い限り、限度値を含むものと理解されるべきである。
【０２３０】
　本発明は、以下に示される実施例および図によって、より詳細に例示される。特に示さ
れない限り、示される量は、重量パーセンテージとして表される。
【実施例】
【０２３１】
　２つの以下の無水液体配合物を調製した。
【０２３２】
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【表１】

【０２３３】
手順：
　相Ａの成分を、主要なビーカー中で検量し、周囲温度に維持しながらＭｏｒｉｔｚ撹拌
器で撹拌を行った。撹拌速度を、製造される量および混合物の粘度に応じて調整した。均
一な混合物が得られるまで、撹拌を維持した。相Ｂを、撹拌しながら加えた。均一な混合
物（塊がない）が得られるまで、撹拌を維持した。スパチュラを用いて、ビーカー中で、
２つの油の混合物中でシリル化シリカを分散させることによって、相Ｃを別個に調製した
。混合物Ｃを、Ｍｏｒｉｔｚ撹拌器で撹拌しながら加えた。均一な混合物が得られるまで
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、撹拌を維持した。相ＤおよびＥを、撹拌しながら加えた。撹拌を１０分間維持した。撹
拌速度を、製造される量および混合物の粘度に応じて調整した。最後に、相Ｆを、Ｍｏｒ
ｉｔｚ撹拌器で撹拌しながら加えた。均一な混合物および良好な顔料分散体（塊がない）
が得られるまで、撹拌を維持した。その後、包装を迅速に行った。
【０２３４】
　親油性皮膜形成ポリマーを含まない例２と対照的に、シルセスキオキサン樹脂型の親油
性皮膜形成ポリマーを含む、本発明に係る実施例１が、周囲温度で１時間にわたって１０
００ｒｐｍで遠心分離し、３０ｍｌのフラスコ中で、周囲温度で２４時間静置した後、透
明な塩析およびケーキの容易で均一な再分散によって反映される顔料の「クリーンな」沈
降を得ることを可能にすることが観察された。
【０２３５】
　実施例１の組成物はまた、べたべたしない非粘着性の油性感（ｏｉｌｙ　ｓｅｎｓａｔ
ｉｏｎ）を示した。
【０２３６】
例３～７
　本発明の実施例３および４ならびに例５、６および７（本発明以外）を、実施例１およ
び２と同じ条件下で調製した。
【０２３７】
【表２】
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【表３】

【０２３９】
　１０００ｒｐｍで１時間遠心分離し、３０ｍｌのフラスコ中で２４時間静置した後の組
成物の外観の結果が、以下の表に示される。
【０２４０】
【表４】

【０２４１】
　－　皮膜形成ポリマーアクリル酸／イソブチルアクリレート／イソボルニルアクリレー
トコポリマーを含む例５、
　－　皮膜形成ポリマーハロゲン化ポリブタジエン／ポリジエンを含む例６、
　－　皮膜形成ポリマーアクリレート／ジメチコンコポリマーを含む例７
と対照的に、ＭＱ樹脂型の親油性皮膜形成ポリマーを含む、本発明に係る実施例３、およ
びカルボシロキサンデンドリマー型でグラフトされたビニルポリマーの親油性皮膜形成ポ
リマーを含む、本発明に係る実施例４が、周囲温度で１時間にわたって１０００ｒｐｍで
遠心分離し、３０ｍｌのフラスコ中で、周囲温度で２４時間静置した後、透明な塩析およ
びケーキの容易で均一な再分散によって反映される顔料の「クリーンな」沈降を得ること
を可能にすることが観察された。
【０２４２】
　本発明の実施例３および４はまた、べたべたしない非粘着性の油性感を示した。
【手続補正書】
【提出日】令和1年11月19日(2019.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　ａ）以下のもの：
ｉ）１０－３ｍｍＨｇ（０．１３Ｐａ）未満の蒸気圧を有する、少なくとも１つの不揮発
性油および
ｉｉ）周囲温度（２０～２５℃）および大気圧で、皮膚またはケラチン繊維と接触して１
時間未満で蒸発する、少なくとも１つの揮発性炭化水素油
を含む油性相であって、
１．４５０以上の屈折率ｎを有する少なくとも１つの不揮発性炭化水素油を含み、かつ
　－　鉱物または合成由来の直鎖状または分枝鎖状炭化水素；
　－　脂肪酸の合成エステル；
　－　植物由来の炭化水素油；
　－　ポリオキシプロピレンまたはポリオキシエチレン基を含む油；
　－　それらの混合物
から選択される油性相と、
　ｂ）２～８個の炭素原子を含む少なくとも１つのモノアルコールと、
　ｃ）以下のもの：
（ｉ）ＭＱ型のシリコーン樹脂、
（ｉｉ）シルセスキオキサン樹脂、
（ｉｉｉ）カルボシロキサンデンドリマーでグラフトされたビニルポリマー、
（ｉｖ）それらの混合物
から選択される少なくとも１つの親油性皮膜形成ポリマーと、
　ｄ）少なくとも１つの粒子材料とを含む無水液体組成物であって、前記組成物の総重量
に対して少なくとも１５重量％の不揮発性油を含む組成物。
【請求項２】
　１．４５０以上の屈折率ｎを有する前記不揮発性炭化水素油が、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３

６脂肪酸トリグリセリド、リンゴ酸ジイソステアリル、トリメリット酸トリデシルおよび
それらの混合物から選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記不揮発性油性相が、１．４５０以上の屈折率ｎを有する１つまたは複数の不揮発性
油と、１．４５０未満の屈折率を有する１つまたは複数の不揮発性油との混合物を含む、
請求項１又は２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４】
　１．４５０未満の屈折率ｎを有する前記不揮発性油が、１０～４０個の炭素原子を有す
る合成エーテルから選択される、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記不揮発性油が、分枝鎖状Ｃ１８～Ｃ３６脂肪酸とグリセロールとのトリグリセリド
、リンゴ酸ジイソステアリル、トリメリット酸トリデシルおよびジカプリリルエーテルの
混合物である、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の不揮発性油が、前記組成物の総重量に対して、少なくとも３０重
量％の濃度で存在する、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　１．４５０以上の屈折率ｎを有する前記１つまたは複数の不揮発性油が、前記組成物の
総重量に対して、１５重量％～６５重量％の範囲の濃度で存在する、請求項１～５のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記揮発性炭化水素油が、Ｃ８～Ｃ１６イソアルカンから選択される、請求項１～７の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記１つまたは複数の揮発性炭化水素油が、前記組成物の総重量に対して、１０重量％
～３０重量％の範囲の濃度で存在する、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。



(45) JP 2020-37583 A 2020.3.12

【請求項１０】
　少なくとも１つの揮発性シリコーン油をさらに含む、請求項１～９のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１１】
　２～８個の炭素原子を含む前記モノアルコールが、エタノールである、請求項１～１０
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　モノアルコールの量が、前記組成物の総重量に対して、少なくとも８重量％である、請
求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数の親油性皮膜形成ポリマーが、
　－　トリメチルシロキシシリケート型のＭＱ型のシリコーン樹脂；
　－　フェニルアルキルシロキシシリケート型のＭＱ型の樹脂；
　－　ポリプロピルシルセスキオキサンまたはプロピルシルセスキオキサン樹脂；
　－　カルボシロキサンデンドリマーに由来する少なくとも１つの単位でグラフトされた
ビニルポリマー
から選択される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記親油性皮膜形成ポリマーが、ポリプロピルシルセスキオキサンまたはプロピルシル
セスキオキサン樹脂である、請求項１～１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記親油性皮膜形成ポリマーが、前記組成物の総重量に対して、０．１重量％～２０重
量％の活性材料含量で存在する、請求項１～１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記粒子材料が、顔料、充填剤およびそれらの混合物から選択される、請求項１～１５
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　充填剤として、少なくとも、トリメチルシリル基および／または親油性粘土で表面修飾
された疎水性シリカエアロゲル粒子を含む、請求項１～１６のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項１８】
　少なくとも１つのシリコーン界面活性剤をさらに含む、請求項１～１７のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１９】
　０．０２～０．８Ｐａ．ｓの範囲の粘度を示す、請求項１～１８のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項２０】
　ケラチン物質を被覆するための方法であって、請求項１～１９のいずれか一項に記載の
組成物の、前記ケラチン物質への塗布を含むことを特徴とする方法。
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